
北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

二
五

北
条
泰
時
の
和
歌
を
読
む

中
　
川
　
博
　
夫

は
じ
め
に

　

鎌
倉
期
の
関
東
歌
壇
は
、
鎌
倉
殿
・
征
夷
大
将
軍
に
よ
っ
て
画
期
さ
れ
る
。「
一　

源
氏
将
軍
時
代
、
二　

藤
原
将
軍
時
代
、
三　

宗

尊
親
王
時
代
、
四　

惟
康
親
王
以
後
」
と
い
う
の
が
、
石
田
吉
貞
の
唱
え
た
画
期
で
あ
る
。
一
は
、
新
古
今
歌
人
源
頼
朝
と
、
そ
の
新
古

今
歌
壇
を
憧
憬
し
た
実
朝
に
よ
っ
て
強
く
認
識
さ
れ
る
し
、
三
は
、
前
後
代
に
比
し
て
よ
り
本
格
的
な
歌
壇
が
形
成
さ
れ
、
宗
尊
自
身
は

時
代
を
代
表
す
る
歌
人
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

北
条
泰
時
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
学
で
、
早
く
か
ら
詳
し
く
論
究
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
簡
略
に
閲
歴
を
記
す
に
留
め

る
。

　

泰
時
は
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
生
ま
れ
、
父
は
義
時
、
母
は
「
阿
波
局
」（
鎌
倉
年
代
記
、
系
図
纂
要
等
）
と
も
伝
え
る
が
未
詳

で
あ
る
。
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
五
月
九
日
出
家
、
法
名
観
阿
。
六
月
十
五
日
に
、
六
十
歳
で
没
し
た
。
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
叙

爵
し
て
駿
河
守
任
官
後
、
武
蔵
守
、
讃
岐
守
、
左
京
権
大
夫
を
歴
任
し
、
正
四
位
下
に
至
る
。
幕
府
で
は
、
侍
所
別
当
、
六
波
羅
探
題
北

方
、
執
権
（
第
三
代
。
初
代
と
も
）
を
務
め
た
。『
御
成
敗
式
目
』
を
制
定
し
、
幕
府
と
執
権
政
治
を
確
立
し
て
軌
道
に
乗
せ
た
と
評
さ

れ
る
。

　

記
録
類
や
説
話
集
は
、
道
理
を
重
ん
じ
る
賢
人
で
あ
る
と
し
、
古
代
中
国
の
聖
人
君
子
に
な
ぞ
ら
え
て
高
評
す
る
。
一
方
で
、
高
熱
に



二
六

苦
し
ん
だ
最
期
が
平
清
盛
に
も
重
ね
ら
れ
、
京
都
朝
廷
に
対
す
る
厳
正
な
対
処
か
ら
か
、
悪
評
す
る
向
き
も
あ
る
。

　

な
お
、
泰
時
の
和
歌
に
関
わ
る
事
跡
と
し
て
、
衲
叟
馴
窓
の
家
集
『
雲
玉
集
』（
夏
・
一
六
三
）
に
、
次
の
よ
う
に
見
る
。

　

冷
泉
家
の
母
阿
仏
と
申
す
人
、
先
代
の
始
め
、
平
泰
時
、
歌
よ
む
べ
き
故
実
尋
ね
ら
れ
し
一
帖
の
中
に
、
源
氏
の
歌
と
て
、「
袖

ぬ
る
る
露
の
ゆ
か
り
と
思
ふ
に
も
な
ほ
う
と
ま
れ
ぬ
大
和
撫
子
」、
此
の
歌
褒
美
せ
ら
れ
し
か
ば
、
そ
れ
が
し
の
主
も
知
ら
ぬ
歌
の

た
ぐ
ひ
見
出
し
し
風
情
か
は
り
め
な
く
や
。

　
「
先
代
」
は
、
為
家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
袖
濡
る
る
」
の
歌
は
、『
源
氏
物
語
』「
紅
葉
の
賀
」
の
藤
壺
中
宮
の
歌
（
八
九
）
で
あ
る
。

全
体
の
意
図
が
分
か
り
に
く
い
が
、
歌
の
家
の
人
に
教
え
を
請
う
程
に
、
泰
時
が
和
歌
に
熱
意
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
別
（
雑
・
五
二
四
）
に
次
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

為
世
卿
は
、
為
氏
の
嫡
子
に
て
、
二
条
家
を
興
し
、
続
千
載
撰
ぜ
ら
れ
し
人
の
歌
に
、「
人
は
ま
だ
渡
ら
ぬ
松
の
梢
を
も
風
こ
そ

渡
れ
天
の
橋
立
」、
橋
立
に
よ
そ
へ
た
る
は
、
さ
る
事
な
れ
ど
、
も
と
よ
り
人
の
松
の
梢
を
渡
る
も
の
か
と
て
、
せ
め
て
さ
る
は
ま

だ
渡
ら
ぬ
と
よ
ま
れ
ざ
り
し
と
、
京
童
も
申
せ
し
と
か
や
。
さ
れ
ど
も
撰
者
に
な
り
給
ひ
ぬ
。
為
相
は
上
手
に
て
文
書
も
残
ら
ず
相

伝
正
し
け
れ
ど
、
果
報
薄
き
に
や
。
平
泰
時
を
頼
み
、
鎌
倉
藤
谷
殿
と
申
し
き
。
京
に
お
は
さ
ざ
れ
ば
撰
者
に
な
り
給
は
ず
。
経

信
、
並
び
無
き
作
者
に
て
、
時
代
不
同
御
歌
合
に
人
丸
に
番
は
れ
し
。
一
流
を
も
立
て
し
人
な
れ
ど
撰
者
に
あ
ら
ず
。
光
俊
、
さ
し

て
の
作
者
な
ら
ね
ど
後
拾

（
マ
マ
）遺

撰
ぜ
ら
れ
し
と
な
り
。

　

こ
れ
は
、
泰
時
が
為
相
を
庇
護
し
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
為
相
は
泰
時
没
後
の
生
誕
で
あ
り
、
時

代
が
合
わ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
の
記
事
と
併
せ
れ
ば
、
泰
時
が
為
家
と
阿
仏
尼
と
の
子
為
相
の
冷
泉
家
と
関
わ
り
を
持
つ
人
物
と

し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
、
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
泰
時
が
執
権
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
歌
人
と
し
て
も
重
要
な
存
在
だ
と

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

二
七

一　

泰
時
の
現
存
歌
を
読
む
―
勅
撰
集

　

以
下
に
、
泰
時
の
現
存
歌
を
取
り
上
げ
て
、
注
解
を
加
え
な
が
ら
読
ん
で
い
き
た
い
。
本
稿
末
尾
に
「
北
条
泰
時
詠
各
集
歌
番
号
（
重

出
状
況
）
一
覧
・
底
本
一
覧
」
を
付
し
て
あ
る
。
引
用
の
本
文
は
、
特
記
し
な
い
限
り
、
新
編
国
歌
大
観
、
新
編
私
家
集
大
成
Ｃ
Ｄ-

Ｒ

Ｏ
Ｍ
版
、
日
本
古
典
文
学
大
系
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
新
日
本
古
典
文
学
全
集
等
の
流
布
本
に
拠
る
。
表
記
は
私
に
改
め
る
。
原
則

と
し
て
歌
集
名
の
「
和
歌
」
は
省
略
す
る
。
ま
た
、 

以
下
の
諸
注
を
参
照
し
た
が
、
本
論
中
に
個
別
に
記
し
た
場
合
も
あ
る
。
和
歌
文

学
大
系
（
明
治
書
院
）
続
後
撰
和
歌
集　

続
古
今
和
歌
集　

続
拾
遺
和
歌
集

　

泰
時
の
歌
は
勅
撰
集
に
は
、
次
の
と
お
り
、
計
21
首
の
入
集
で
あ
る
。（
生
前
）
新
勅
撰
３
、（
没
後
）
続
後
撰
３
、
続
古
今
５
、
続
拾

遺
３
、
新
後
撰
１
、
玉
葉
１
、
続
千
載
１
、
続
後
拾
遺
１
、
新
千
載
２
、
新
拾
遺
１
。

　

北
条
氏
得
宗
、
鎌
倉
幕
府
執
権
で
あ
れ
ば
、『
新
勅
撰
集
』
以
下
の
京
都
の
勅
撰
集
に
重
く
扱
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

意
外
に
入
集
数
が
少
な
い
の
は
、
詠
作
数
そ
の
も
の
が
多
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
幕
府
が
衰
勢
に
向
か

っ
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
相
は
、
泰
時
の
和
歌
が
純
粋
に
歌
の
良
し
悪
し
に
よ
っ
て
勅
撰
集
に
取
ら
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
疑
わ
せ
る
。
当
代
一
の
権
力
者
北
条
義
時
の
嫡
嗣
に
し
て
、
自
ら
も
幕
府
の
六
波
羅
探
題
や
執
権
に
任
じ
て
い
た

こ
と
が
、
和
歌
の
入
集
数
に
反
映
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
北
条
氏
中
で
最
も
大
き
な
歌
人
と
し
て
の
存
在
感
を
示
す
、
泰
時

の
弟
政
村
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、『
続
後
撰
集
』
以
下
は
、
泰
時
没
後
の
撰
修
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
政
治
的
な
忖
度
が
残
存

し
て
い
る
に
せ
よ
、
泰
時
の
人
物
象
の
反
映
や
歌
人
と
し
て
の
評
価
が
幾
分
か
は
与
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

泰
時
の
入
集
歌
を
勅
撰
集
の
順
に
読
ん
で
い
く
。

①
新
勅
撰
集　

後
堀
河
天
皇
下
命
。
藤
原
定
家
撰
。
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
十
月
二
日
奏
覧
。
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
三
月
十
二
日



二
八

完
成
。
位
署
（
以
下
同
じ
）「
平
泰
時
」。
穂
久
邇
文
庫
蔵
定
家
識
語
本
（
影
印
版
に
よ
る
）。

１　

ち
は
や
ぶ
る
神
世
の
月つ

き

の
さ
え
ぬ
れ
ば
御み

手た

洗ら
し

川か
は

も
に
ご
ら
ざ
り
け
り
（
新
勅
撰
集
・
神
祇
・
五
六
九
）

訳　
（
ち
は
や
ぶ
る
）
神
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
月
が
冴
え
渡
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
富
士
宮
の
御
手
洗
川
も
、
澄
ん
で
濁
ら
な
い
の
で
あ

っ
た
な
。

　

詞
書
は
「
駿す

る

河か

の
国く

に

にゝ
神
拝
し
侍
り・

け
る
に
、
富ふ

し士
の
宮
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
」。

　

泰
時
は
、
建
保
七
元
年
（
一
二
一
九
）
正
月
五
日
に
従
五
位
上
に
昇
叙
し
、
二
十
二
日
に
駿
河
守
に
任
じ
、
同
年
（
四
月
十
二
日
に
承

久
改
元
）
十
一
月
十
三
日
の
任
武
蔵
守
ま
で
、
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
任
国
の
諸
社
巡
拝
の
折
の
詠
作
で
あ
ろ
う
。
泰
時
は
、
三

月
二
十
六
日
に
駿
河
国
に
下
着
し
た
。
そ
れ
は
、「
富
士
浅
間
宮
」
以
下
の
諸
社
に
神
拝
の
為
で
あ
り
、
正
月
二
十
二
日
に
任
国
守
も
、

国
郡
に
「
忩
劇
」（
騒
動
）
が
連
続
し
て
い
た
の
で
、
今
に
延
引
し
た
の
だ
と
い
う
（
吾
妻
鏡
・
建
保
七
年
三
月
二
十
六
日
条
）。
も
ち
ろ

ん
、
正
月
二
十
七
の
実
朝
暗
殺
の
混
乱
が
、
延
引
の
真
因
で
あ
ろ
う
。「
富
士
浅
間
宮
」
は
、
駿
河
国
一
宮
で
現
在
は
「
富
士
山
本
宮
浅

間
大
社
」（
静
岡
県
富
士
宮
市
宮
町
）
と
呼
ぶ
神
社
で
あ
ろ
う
。

　

一
首
は
、
枕
詞
「
ち
は
や
ぶ
る
」
か
ら
「
神
世
の
月
」
に
繫
げ
る
。「
神
世
（
代
）
の
月
」
の
詞
は
、
良
経
の
「
天
の
戸
を
お
し
あ
け

が
た
の
雲
間
よ
り
神
代
の
月
の
影
ぞ
残
れ
る
」（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
四
七
。
春
日
社
歌
合
元
久
元
年
・
暁
月
・
三
二
。
秋
篠
月
清

集
・
一
五
九
一
。
自
讃
歌
・
二
二
。
定
家
十
体
・
長
高
様
・
六
一
）
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
良
経
歌
は
、
当
時
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
い
た
と
思
し
い
が
、「
神
代
」
と
「
月
」
を
詠
む
淵
源
は
、『
万
葉
集
』
の
「
ひ
さ
か
た
の
天
照
る
月
は
神
代
に
か
出
で
反
る
ら
む
年

は
経
に
つ
つ
」（
巻
七
・
雑
歌
・
一
〇
八
〇
・
作
者
未
詳
）
に
求
め
ら
れ
る
し
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
初
頭
に
か
け
て
は
、
次
に
記
す
よ



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

二
九

う
な
歌
の
小
さ
な
集
積
が
あ
る
。「
神
代
に
は
な
ほ
た
ち
ま
さ
る
光
か
と
お
ど
ろ
く
ば
か
り
す
み
の
江
の
月
」（
田
多
民
治
集
・
月
三
十
五

首
・
二
〇
八
）、「
思
ひ
出
で
よ
神
代
も
見
き
や
天
の
原
空
も
ひ
と
つ
に
す
み
の
江
の
月
」（
長
秋
詠
藻
・
左
大
将
〔
実
定
〕
十
首
の
題
中
、

江
上
月
・
二
四
七
）、「
神
代
よ
り
た
ぐ
ひ
な
し
と
も
住
吉
の
松
や
今
宵
の
月
を
見
る
ら
む
」（
住
吉
社
歌
合
嘉
応
二
年
・
社
頭
月
・
四
八
・
寂

超
）、「
神
代
に
も
今
宵
ば
か
り
の
月
や
あ
り
し
昔
を
見
た
る
宇
治
の
橋
姫
」（
御
室
五
十
首
・
秋
・
三
二
四
・
季
経
）。「
神
代
の
月
」
の

詞
は
、
こ
れ
ら
を
経
て
、
尚
古
に
傾
く
良
経
に
よ
っ
て
詠
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
措
い
て
、
泰
時
は
、
鎌
倉
殿
実
朝
以
下
の
関

東
歌
人
と
同
様
に
、『
新
古
今
集
』
を
よ
く
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
良
経
の
歌
に
学
ん
だ
と
し
て
不
思
議
は
な
い
。

　
「
御
手
洗
川
」
が
ど
の
よ
う
な
流
れ
を
指
し
て
言
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
富
士
宮
は
清
水
の
地
で
あ
る
か
ら
、「
に
ご
ら
ざ
り
け

り
」
は
実
感
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、
泰
時
が
、
俊
成
の
「
月
さ
ゆ
る
御
手
洗
川
に
影
見
え
て
氷
に
す
れ
る
山
藍
の
袖
」（
新

古
今
集
・
神
祇
・
一
八
八
九
。
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
・
臨
時
祭
・
二
五
六
。
長
秋
詠
藻
・
六
四
四
）
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
は
見

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
一
首
は
、
駿
河
国
の
一
宮
の
神
代
以
来
の
由
緒
を
誉
め
、
同
国
の
安
寧
の
永
続
を
言
祝
ぐ
意
図
を
込
め
た
詠
作
で
あ
ろ

う
。

２　

世
の・

中
に
麻
は
跡あ

と

な
く
な
り
に
け
り
心こ

ゝ
ろの

ま
まゝ
の
蓬よ

も
ぎ

の
み
し
て
（
新
勅
撰
集
・
雑
二
・
題
し
ら
ず
・
一
一
五
二
。
古
今
著
聞
集
・

神
祇
第
一
・
北
条
義
時
は
武
内
宿
禰
の
後
身
た
る
事
・
七
）

訳　

世
の
中
に
は
真
っ
直
ぐ
に
生
え
る
麻
の
よ
う
な
廉
直
は
、
跡
形
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
、
心
の
ま
ま
に
乱
れ
曲
が
る
蓬

の
よ
う
な
奸
邪
ば
か
り
と
な
っ
て
。

　
「
麻
」
は
正
直
、「
蓬
」
は
邪
曲
を
象
徴
す
る
。「
蓬
生
二
麻
中
一
、
不
レ
扶
而
直
」（
荀
子
・
勧
学
篇
）
を
典
故
と
す
る
「
麻
の
中
の
蓬
」
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の
故
事
、『
十
訓
抄
』
に
は
「
麻
の
中
の
蓬
は
た
め
ざ
る
に
お
の
づ
か
ら
直
し
」（
五
ノ
序
）
な
ど
と
見
え
る
故
事
、
を
踏
ま
え
る
。

　

歌
の
表
現
と
し
て
は
、『
新
古
今
集
』
の
「
庭
の
面
に
茂
る
蓬
に
こ
と
よ
せ
て
心
の
ま
ま
に
置
け
る
露
か
な
」（
秋
下
・
閑
庭
露
し
げ
し

と
い
ふ
こ
と
を
・
四
六
七
・
基
俊
。
基
俊
集
・
三
六
。
中
古
六
歌
仙
・
一
三
五
）
に
拠
っ
て
い
よ
う
。
こ
の
故
事
に
寄
せ
た
詠
作
は
、
新

古
今
歌
人
慈
円
の
「
人
の
来
て
み
ち
び
く
野
辺
に
出
で
ぬ
れ
ば
麻
の
中
な
る
蓬
を
ぞ
見
る
」（
新
編
国
歌
大
観
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
法
門

妙
経
八
巻
之
中
取
百
句
・
善
知
識
者
・
二
五
四
〇
）
や
家
隆
の
「
し
か
り
と
て
直
き
心
も
よ
に
立
た
ず
混
じ
る
蓬
の
あ
さ
ま
し
の
身
や
」（
玉
吟

集
・
述
懐
歌
あ
ま
た
よ
み
侍
し
と
き
・
二
七
二
九
）
が
あ
る
。

　

定
家
は
、
承
久
の
乱
の
後
十
年
程
を
経
た
、
独
撰
の
『
新
勅
撰
集
』
に
、
当
代
の
治
世
安
楽
を
知
ら
し
め
る
和
歌
を
集
め
ん
と
し
た

（
同
集
序
）。
政
教
性
を
表
立
て
た
勅
撰
集
で
あ
る
。「
身
の
懐
ひ
を
述
ぶ
る
」
と
規
定
し
た
雑
部
に
は
、
も
ち
ろ
ん
述
懐
歌
が
多
く
収
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
泰
時
の
歌
は
、
雑
歌
二
の
治
世
に
関
わ
る
述
懐
の
小
歌
群
（
一
一
五
二
～
七
）
の
、
最
初
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
最
後
は
、
下
命
者
後
堀
河
天
皇
の
御
製
「
繰
り
返
し
し
づ
の
を
だ
ま
き
幾
た
び
も
遠
き
昔
を
恋
ひ
ぬ
日
ぞ
な
き
」（
男
ど
も
述
懐
歌

つ
か
う
ま
つ
り
け
る
つ
い
で
に
・
一
一
五
七
）
で
あ
る
。
そ
の
措
置
に
、
定
家
の
泰
時
と
そ
の
歌
に
対
す
る
評
価
を
見
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。

　
『
古
今
著
聞
集
』
は
、
八
幡
神
が
世
の
中
の
乱
れ
が
時
政
の
子
（
義
時
）
の
時
に
治
ま
る
と
託
宣
し
た
と
記
し
、
義
時
は
武
内
宿
禰
の

後
身
だ
と
言
い
、「
そ
の
子
泰
時
ま
で
も
、
只
人
に
は
あ
ら
ざ
り
け
り
」
と
し
て
こ
の
歌
を
引
き
、「
思
ひ
あ
は
せ
ら
れ
て
は
づ
か
し
く
こ

そ
侍
れ
」
と
結
ん
で
い
る
。

　

後
に
、
阿
仏
尼
は
「
…
み
だ
り
が
は
し
き　

末
の
世
に　

麻
は
跡
な
く　

な
り
ぬ
と
か　

諫
め
置
き
し
を　

忘
れ
ず
は　

ゆ
が
め
る
事

を　

ま
た
誰
か　

引
き
直
す
べ
き　

と
ば
か
り
に　

身
を
か
へ
り
み
ず　

頼
む
ぞ
よ
…
」（
十
六
夜
日
記
・
長
歌
・
一
一
七
）
と
詠
じ
た
。

こ
れ
は
、
細
川
庄
の
相
続
を
め
ぐ
る
係
争
で
鎌
倉
に
下
り
幕
府
に
訴
え
た
阿
仏
尼
が
、
か
つ
て
の
執
権
泰
時
の
歌
を
引
き
合
い
に
出
し
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て
、
そ
の
諫
め
ど
お
り
に
廉
直
公
正
な
判
決
を
す
る
よ
う
求
め
て
詠
じ
た
長
歌
で
あ
る
。
定
家
撰
の
『
新
勅
撰
集
』
に
通
じ
て
い
た
は
ず

の
阿
仏
尼
が
鎌
倉
で
こ
の
よ
う
に
詠
じ
る
こ
と
に
不
思
議
は
な
い
が
、
同
時
に
泰
時
の
存
在
感
の
大
き
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

道
歌
に
通
じ
る
歌
境
の
一
首
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
『
北
条
重
時
の
家
訓
』
が
流
布
し
、
そ
れ
に
「
準
拠
」
し
て
作
ら
れ
た
「
教
訓

書
」
を
「
基
に
し
て
み
だ
り
に
述
作
し
、
名
を
西
明
寺
殿
に
仮
り
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
」（
古
典
文
庫
『
中
世
近
世
道
歌
集
』
池
田
廣
司

解
題
）
と
い
う
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
西
明
寺
殿
教
訓
書
』
に
付
載
の
「
西
明
寺
殿
御
歌
」（
67
首
）
に
、「
よ
き
事
に
む
つ
び
て
わ
ろ
き
事
あ

ら
じ
麻
の
中
な
る
蓬
見
る
に
も
」（
三
〇
）
の
一
首
が
あ
る
。
こ
の
泰
時
の
歌
と
同
じ
く
、「
蓬
生
二
麻
中
一
不
レ
扶
而
直
」
に
基
づ
く
歌
で

あ
る
。
誰
の
作
か
は
分
か
ら
な
い
。
直
接
の
関
係
性
は
不
明
だ
が
、
五
代
執
権
北
条
時
頼
が
祖
父
で
三
代
執
権
の
泰
時
の
歌
に
連
な
る
類

歌
を
詠
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
、
と
大
方
に
納
得
さ
せ
る
類
似
と
は
言
え
る
。
ち
な
み
に
こ
の
一
首
は
、
室
町
末
写
（
前
掲
解

題
）
と
い
う
東
洋
文
庫
蔵
『
教
訓
和
歌
西
明
寺
百
首
』（
二
六
、
二
三
句
「
む
す
び
て
わ
ろ
き
事
は
な
し
」
五
句
「
ゑ
も
ぎ
み
る
に
も
」）、

明
暦
三
年
刊
『
若
衆
物
語
』
付
載
「
西
明
寺
殿
百
首
」（
四
七
、
二
三
句
同
上
）
に
継
承
さ
れ
る
。

３　

山
の
端は

に
隠か

く

れ
し
人ひ

と

は
見
え
も
せ
で
入い

り
に
し
月
は
め
ぐ
り
来き

に
け
り
（
新
勅
撰
集
・
雑
三
・
一
二
六
〇
）

訳　

東
の
山
の
端
に
隠
れ
た
あ
の
人
、
父
は
現
れ
も
し
な
い
で
、（
そ
れ
な
の
に
）
西
の
山
の
端
に
入
っ
た
月
は
、
ま
た
東
の
山
の
端

に
廻
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

　

詞
書
は
「
父
身
ま
か
り
て
後の

ち

、
月
明あ

か
く
侍
り・

け
る
夜
、
蓮
生
法
師
が
許も

と

に
つ
か
は
し
け
る
」。

　

父
は
、
鎌
倉
幕
府
第
二
代
執
権
北
条
義
時
の
こ
と
。
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
六
月
十
三
日
に
六
十
二
歳
で
没
し
た
。
義
時
は
故
頼
朝

の
法
華
堂
の
「
東
山
上
」
を
「
墳
墓
」
と
し
た
と
い
う
（
吾
妻
鏡
）。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
泰
時
の
作
意
は
、
西
に
入
っ
た
月
は
再
び
東
の
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山
に
巡
り
来
て
昇
っ
た
の
に
そ
の
東
の
山
に
隠
れ
た
義
時
の
姿
は
見
え
な
い
、
と
嘆
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
事
情
を
知
ら
な

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
撰
者
定
家
は
、
西
方
浄
土
の
通
念
か
ら
、「
山
」
を
西
の
山
と
解
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

泰
時
が
こ
の
歌
を
使
わ
し
た
蓮
生
・
宇
都
宮
頼
綱
は
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
の
牧
氏
の
変
で
、
出
家
献
髷
し
て
義
時
か
ら
助
命
さ

れ
、
京
都
西
山
嵯
峨
野
に
隠
棲
し
た
。
蓮
生
は
義
時
に
、
一
定
の
恩
義
を
感
じ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
泰
時
は
そ
の
事
情
を
認

識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
定
家
男
為
家
は
、
蓮
生
・
頼
綱
の
女
婿
で
あ
る
。『
新
勅
撰
集
』
を
道
家
に
撰
進
し
た
文
暦
二
年

（
一
二
三
五
）
三
月
十
二
日
の
二
ヶ
月
後
、
五
月
二
十
七
日
に
定
家
は
嵯
峨
中
院
障
子
の
色
紙
形
を
染
筆
し
て
蓮
生
に
送
っ
て
い
る
。
こ

の
色
紙
形
が
従
来
は
『
百
人
一
首
』
に
関
わ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
『
百
人
秀
歌
』
に
関
わ
る
と
見
る
の
が
妥
当
だ
と
さ
れ
っ

つ
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
新
勅
撰
集
』
撰
修
時
に
、
定
家
が
蓮
生
の
泰
時
と
の
繋
が
り
を
知
っ
て
い
て
、
こ
の
歌
を
採
録
し
た
と
考

え
る
の
が
穏
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
首
は
、「
あ
か
な
く
に
ま
だ
き
も
月
の
隠
る
る
か
山
の
端
逃
げ
げ
て
入
れ
ず
も
あ
ら
な
む
」（
古
今
集
・
雑
上
・
八
八
四
・
業
平
。
伊

勢
物
語
・
八
十
二
段
・
一
四
九
・
馬
頭
）
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
本
歌
と
見
て
も
誤
り
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
院
政
期
本
歌
と

取
り
の
手
法
で
、「
山
の
端
逃
げ
て
い
れ
ず
も
あ
ら
な
む
」
の
心
と
詞
を
取
っ
て
、「
山
の
端
に
隠
れ
」
た
亡
父
を
悔
や
み
悼
も
う
と
し
た

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
定
家
撰
の
『
新
勅
撰
集
』
歌
と
し
て
、
古
歌
の
詞
を
取
り
心
を
新
し
く
す
る
定
家
本
歌
取
り
説

に
即
し
て
、
本
歌
と
は
見
な
い
で
お
く
。

　

先
例
を
見
な
い
「
隠
れ
し
人
」
は
、
率
直
な
直
截
的
表
現
で
、
泰
時
ら
し
い
用
詞
と
言
え
る
。
後
に
為
家
は
、
そ
れ
を
「
同
じ
く
は
な

ほ
照
り
ま
さ
れ
秋
の
月
隠
れ
し
人
の
影
や
身
ゆ
る
と
」（
秋
思
歌
・
一
一
）
と
用
い
た
。
こ
の
「
秋
思
歌
」
は
、
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）

七
月
十
三
日
に
嬰
児
を
残
し
て
三
十
一
歳
で
没
し
た
、
為
家
の
愛
娘
為
子
（
後
嵯
峨
院
大
納
言
典
侍
）
の
服
喪
中
の
痛
切
極
ま
り
な
い
哀

傷
歌
集
で
あ
る
。
為
家
は
、
泰
時
の
こ
の
歌
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
宇
都
宮
歌
壇
の
「
昔
見
し
人
は
い
づ
く
に
隠
る
ら
む
ひ
と
り
く
ま
な
き
山
の
端
の
月
」（
新
和
歌
集
・
雑
上
・
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首
歌
に
・
七
二
七
・
謙
基
法
師
姉
）
は
、
同
工
異
曲
と
言
え
る
が
、
あ
る
い
は
泰
時
の
歌
に
倣
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
続
後
撰
集　

後
嵯
峨
院
下
命
。
藤
原
為
家
撰
。
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
十
二
月
二
十
五
日
（
一
説
十
月
二
十
七
日
）
奏
覧
。「
平
泰

時
朝
臣
」。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
為
家
自
筆
本
（
影
印
版
に
よ
る
）。

４　

明あ

け
ぬ
と
も
天あ

ま

の
川か

は

霧
立た

ち
込こ

め
て
な
ほを

夜
を
残の

こ

せ
星ほ

し

合あ
ひ

の
空そ

ら

（
続
後
撰
集
・
雑
上
・
七
夕
の
朝
・
一
〇
五
九
。
題
林
愚
抄
・
秋

一
・
七
夕
朝
・
続
後
撰
・
三
一
七
六
・
平
泰
〔　

〕
朝
臣
）

訳　

夜
が
明
け
て
し
ま
う
と
し
て
も
、
天
の
川
は
霧
が
立
ち
込
め
て
、
な
お
そ
の
ま
ま
夜
を
残
し
て
や
れ
、
七
夕
の
両
星
が
逢
う
星
合

の
空
な
の
だ
か
ら
。

　
「
明
け
ぬ
と
も
」「
な
ほ
」
の
構
文
と
第
三
句
に
「
て
」
を
置
く
詠
み
方
は
、
俊
頼
の
「
明
け
ぬ
と
も
な
ほ
秋
風
は
お
と
づ
れ
て
野
辺
の

け
し
き
よ
お
も
が
は
り
す
な
」（
千
載
集
・
秋
下
・
三
八
四
。
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合
・
九
月
尽
・
三
〇
。
散
木
奇
歌
集
・
秋
・

五
六
八
。
中
古
六
歌
仙
・
四
五
。
無
名
抄
・
一
二
）
か
ら
の
影
響
が
あ
る
か
。

　
「
天
の
川
霧
」
は
、
天
空
の
天
の
川
に
立
つ
霧
。「
天
の
川
」
と
「
川
霧
」
の
合
わ
さ
っ
た
詞
。
勅
撰
集
の
初
出
は
『
後
撰
集
』（
秋

中
・
八
月
十
五
夜
・
三
三
六
・
清
正
）
だ
が
、
七
夕
に
寄
せ
た
歌
と
し
て
は
、『
詞
花
集
』
の
「
今
日
よ
り
は
天
の
川
霧
立
ち
別
れ
い
か

な
る
空
に
逢
は
む
と
す
ら
ん
」（
雑
下
・
天
暦
の
帝
隠
れ
さ
せ
お
は
し
ま
し
て
、
七
月
七
日
御
忌
果
て
て
散
り
散
り
に
ま
か
り
出
で
け
る

に
、
女
房
の
中
に
贈
り
侍
り
け
る
・
三
九
九
・
元
輔
）
が
先
規
と
な
る
。「
一
年
に
一
夜
の
み
逢
ふ
七
夕
を
立
ち
な
隠
し
そ
天
の
川
霧
」

（
清
正
集
・
七
月
七
日
七
夕
の
心
・
二
六
）
や
「
七
夕
の
待
つ
夜
は
今
宵
ひ
さ
か
た
の
天
の
川
霧
立
ち
な
隔
て
そ
」（
万
代
集
・
秋
上
・
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八
〇
二
・
良
実
）
な
ど
と
、「
川
霧
」
は
、
七
夕
の
逢
瀬
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
泰
時
の
歌
の
場
合
は
む

し
ろ
、
七
夕
の
別
れ
を
猶
予
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、「
ひ
さ
か
た
の
天
の
河
原
の
渡
し
守
君
渡
り
な

ば
楫
隠
し
て
よ
」（
古
今
集
・
秋
上
・
一
七
四
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
に
し
た
、
家
隆
の
「
七
夕
の
別
れ
の
舟
の
楫
隠
せ
帰
る
あ
し
た
の

天
の
川
霧
」（
玉
吟
集
・
百
首
和
歌
・
夏
・
七
夕
別
・
一
〇
三
〇
）
に
類
す
る
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
七
夕
の
朝
の
別
れ
を
少
し
で
も
遅

ら
せ
る
よ
う
に
、「
天
の
川
霧
」
が
「
立
ち
込
め
て
」
辺
り
を
暗
く
隠
し
て
「
夜
を
残
せ
」
と
言
う
趣
向
は
、
新
鮮
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に

泰
時
の
、
七
夕
に
同
情
す
る
人
柄
ま
で
を
見
る
と
す
れ
ば
、
少
し
く
単
純
な
近
代
的
読
み
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
が
、
先
例
を
見
な
い
「
な
ほ

夜
を
残
せ
」
の
直
截
的
な
詞
の
選
択
に
、
歌
人
泰
時
の
率
直
な
表
現
を
好
む
姿
勢
を
認
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
為
家
の
「
時
鳥
鳴
く
一
声
も
明
け
や
ら
ず
な
ほ
夜
を
残
す
老
い
の
寝
覚
め
に
」（
為
家
集
・
夏
・
寝
覚
郭
公
正
嘉
二
年
・
三
三
九
）

は
、
撰
者
と
し
て
泰
時
の
こ
の
歌
に
触
れ
た
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

５　

都み
や
こに

て
今い

ま

も
か
は
ら
ぬ
月
影か

け

に
昔む

か
しの

秋
を
う
つ
し
て
ぞ
見
る
（
続
後
撰
集
・
雑
上
・
一
〇
七
四
）

訳　

都
で
今
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
月
の
光
に
ひ
た
す
ら
（
心
を
）
振
り
向
け
て
、
あ
の
昔
の
秋
を
、
今
に
移
す
よ
う
に
し
て
、
映
し

見
る
こ
と
だ
。

　

詞
書
は
「
久ひ

さ

し
く
年と

し

経へ

て
、
都み

や
こ

に
帰か

へ

り
上の

ほ

り
て
侍
り・

け
る
九
月
十
三
夜
、
月
隈く

ま

な
な
か
り
け
る
に
、
昔む

か
し

も
の
申
し・

け
る
人
の
許も

と

に
つ

か
は
し
け
る
」。　

　

三
十
九
歳
の
泰
時
は
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
五
月
の
承
久
の
乱
に
当
た
り
西
上
し
、
六
月
十
五
日
に
入
洛
す
る
。
そ
の
ま
ま
、
新

設
の
六
波
羅
探
題
（
北
方
）
と
し
て
、
叔
父
時
房
（
南
方
）
と
共
に
駐
留
す
る
。
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
六
月
十
三
日
の
父
義
時
急
逝
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を
十
六
日
に
知
っ
て
翌
日
出
京
し
、
同
二
十
六
日
に
鎌
倉
に
下
着
し
た
。
そ
の
後
執
権
と
し
て
政
務
に
鞅
掌
し
、
武
蔵
守
に
左
京
権
大
夫

を
兼
ね
て
い
た
五
十
六
歳
の
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
に
、
将
軍
頼
経
の
上
洛
に
随
行
す
る
。
一
行
は
、
正
月
二
十
八
日
に
鎌
倉
を
発

ち
、
二
月
十
七
日
に
入
洛
し
て
六
波
羅
の
新
造
御
所
に
着
い
た
。
諸
行
事
を
こ
な
し
つ
つ
八
ヶ
月
程
滞
在
し
て
、
十
月
十
三
日
に
京
都
を

出
て
、
二
十
九
日
に
鎌
倉
の
御
所
に
着
い
た
。
こ
の
間
泰
時
は
、
七
月
十
一
日
に
園
城
寺
に
参
詣
し
、
十
三
年
前
の
こ
の
日
が
忌
日
の
政

子
に
報
ず
る
た
め
に
、
鎌
倉
で
写
経
さ
せ
て
毎
巻
奥
に
泰
時
が
署
判
し
た
一
切
経
五
千
余
巻
を
納
め
る
な
ど
し
た
。

　

こ
の
歌
は
、
そ
の
二
ヶ
月
後
の
九
月
十
三
日
の
明
月
の
晴
夜
に
、
過
年
に
（
六
波
羅
探
題
と
し
て
）
在
京
の
時
に
対
面
し
た
人
が
あ

り
、
今
に
懇
情
が
深
い
の
で
（「
御
懇
志
于
レ
今
不
二
等
閑
一
」）、
月
に
興
ず
る
の
を
機
縁
と
し
て
、
そ
の
人
に
贈
っ
た
歌
と
い
う
（
以
上

吾
妻
鏡
）。
明
治
書
院
和
歌
文
学
大
系
佐
藤
恒
雄
『
続
後
撰
和
歌
集
』（
平
二
九
・
一
）
は
、
こ
の
「
も
の
申
し
け
る
人
」
に
つ
き
、「
親

し
く
語
ら
い
あ
っ
た
こ
と
の
あ
る
異
性
。
久
し
く
逢
え
な
か
っ
た
都
の
妻
室
の
一
人
か
。」
と
注
す
る
が
、
そ
れ
は
当
た
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。
少
な
く
と
も
こ
の
歌
を
雑
部
に
入
れ
た
撰
者
為
家
は
、
そ
の
よ
う
に
は
見
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
人
」
は
、
あ
る
い
は

女
性
か
も
し
れ
な
い
が
、
男
性
で
あ
る
可
能
性
も
低
く
な
く
、「
妻
室
」
と
の
み
見
る
必
要
は
全
く
な
い
。

　

一
首
は
、「
都
に
て
見
し
に
か
は
ら
ぬ
月
影
を
慰
め
に
て
も
明
か
す
頃
か
な
」（
拾
遺
集
・
恋
三
・
京
に
思
ふ
人
を
お
き
て
遙
か
な
る
所

に
ま
か
り
け
る
道
に
、
月
の
明
か
か
り
け
る
夜
・
七
九
〇
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
に
す
る
と
見
て
よ
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
月
影
に
昔
の
秋
を
う
つ
し
て
ぞ
見
る
」
が
分
か
り
に
く
い
。「
隈
も
な
き
鏡
と
見
ゆ
る
月
影
に
心
う
つ
ら
ぬ
人
は
あ

ら
じ
な
」（
金
葉
集
・
秋
・
顕
季
卿
家
に
て
九
月
十
三
夜
人
人
月
の
歌
よ
み
け
る
に
・
二
〇
五
・
長
実
）
や
「
雲
の
波
か
か
ら
ぬ
さ
夜
の

月
影
を
清
滝
川
に
う
つ
し
て
ぞ
見
る
」（
金
葉
集
・
秋
・
水
上
月
を
よ
め
る
・
一
八
七
・
前
斎
宮
六
条
）
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
う
つ
し
て
」

は
、
一
方
に
振
り
向
け
て
の
意
味
の
「
移
し
て
」
に
、
姿
や
影
を
映
し
見
る
の
意
味
の
「
映
し
て
」
が
掛
か
る
と
解
さ
れ
る
。
同
時
に
、

「
今
」「
昔
」
の
縁
で
時
を
「
移
し
て
」
の
意
味
が
重
な
る
と
解
し
た
い
。
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木
船
重
昭
『
続
後
撰
和
歌
集
』（
平
元
・
一
、
大
学
堂
書
店
）
は
、
一
首
の
通
釈
を
「
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
来
た
都
で
、
今
も
変
わ
ら

な
い
美
し
く
澄
み
わ
た
る
月
に
、
昔
の
秋
を
映
し
て
見
て
、
あ
な
た
と
親
し
み
語
ら
っ
た
当
時
を
偲
ん
で
、
な
つ
か
し
く
思
い
ま
す
よ
。」

と
す
る
。
前
掲
佐
藤
『
続
後
撰
和
歌
集
』
は
、
二
・
三
句
と
下
句
を
、「
今
も
変
わ
ら
ぬ
澄
ん
だ
月
の
光
に
。」「
あ
な
た
と
親
し
く
語
ら

い
あ
っ
た
昔
の
秋
を
映
し
懐
か
し
く
偲
び
見
た
こ
と
で
し
た
。」
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
う
つ
し
て
」
を
「
映
し
て
見
て
」「
映
し
」

「
見
た
」
と
の
み
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
泰
時
の
表
現
の
わ
か
り
に
く
さ
の
反
面
の
重
層
性
は
、
指
摘
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

６　

か
き
置を

き
し
和わ

か歌
の
浦
路ち

の
藻も

塩し
ほ

草
い
か
な
る
か
た
に
浪
の
寄よ

す
ら
ん
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
五
〇
。
歌
枕
名
寄
・
南
海
・
紀

伊
国
・
玉
津
島
・
続
後
十
七
・
八
三
三
〇
）

訳　

掻
き
置
い
た
和
歌
の
浦
の
海
岸
の
道
の
藻
塩
草
は
、
ど
の
よ
う
な
潟
で
波
が
寄
せ
る
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ず
、
私
が

書
き
置
い
た
和
歌
の
道
の
詠
草
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
方
面
で
（
そ
の
詠
草
を
求
め
る
）
恩
情
の
波
が
寄
せ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

詞
書
は
「
蓮
生
法
師
許も

と

よ
り
、
よ
み
置を

き
た
る
歌
尋た

つ

ぬ
る
事
侍
り・

け
る
時
、
つ
か
は
す
と
て
」。

　

一
首
は
、
俊
成
の
「
契
り
置
き
し
契
り
の
上
に
添
へ
置
か
む
和
歌
の
浦
路
の
海
人
の
藻
塩
木
」（
御
裳
濯
河
歌
合
・
七
四
。
新
勅
撰

集
・
雑
二
・
西
行
法
師
自
歌
を
歌
合
に
番
ひ
侍
り
て
、
判
の
詞
あ
つ
ら
へ
侍
り
け
る
に
、
書
き
添
へ
て
つ
か
は
し
け
る
・
一
一
九
七
）
に

倣
っ
て
い
よ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
歌
は
『
新
勅
撰
集
』
成
立
以
前
の
詠
作
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌
を

『
御
裳
濯
河
歌
合
』
そ
の
他
で
知
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
泰
時
の
和
歌
学
習
の
範
囲
の
広
範
さ
を
窺
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
か
き
置
き
し
」
は
、「
掻
き
置
き
し
」
と
「
書
き
置
き
し
」
の
掛
詞
で
、「
和
歌
の
浦
路
」
は
、
紀
伊
国
の
歌
枕
「
和
歌
の
浦
」
の
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「
路
」（
和
歌
の
浦
の
海
岸
沿
い
の
道
）
の
意
味
に
、
和
歌
の
世
界
・
詠
作
の
道
の
意
味
が
掛
か
り
、「
藻
塩
草
」
は
、
製
塩
の
藻
塩
草
の

意
味
に
、
和
歌
の
詠
草
の
意
味
が
掛
か
る
。
ま
た
、「
か
た
」
は
、「
潟
」
と
「
方
」
の
掛
詞
、「
浪
」
は
、
海
の
波
の
意
味
に
、
恩
情
の

波
の
意
味
が
掛
か
る
か
（
寓
意
）。
以
上
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
は
縁
語
関
係
に
あ
る
。

　
「
い
か
な
る
か
た
浪
の
寄
す
ら
ん
」
が
、
ど
う
い
う
寓
意
な
の
か
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
詞
書
に
よ
れ
ば
、
蓮
生
宇
都
宮
頼
綱
か
ら
、

泰
時
が
日
頃
詠
み
置
い
て
い
る
歌
を
さ
が
し
求
め
て
き
た
、
と
い
う
。
こ
れ
は
、
撰
集
に
際
し
て
、
執
権
泰
時
の
詠
作
を
収
載
す
べ
く
、

そ
の
詠
草
の
提
出
を
求
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
蓮
生
は
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
の
牧
氏
の
変
で
、
出
家
献
髷
し
て

助
命
さ
れ
、
京
都
西
山
嵯
峨
野
に
隠
棲
し
た
。
時
の
権
力
者
義
時
に
は
、
一
定
の
恩
義
を
感
じ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
泰
時

が
、
義
時
の
追
悼
歌
を
蓮
生
に
送
っ
て
い
る
の
も
（
→
３
）、
そ
の
こ
と
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
蓮
生
が
、
時
の
撰
集
の
撰
進
に

協
力
し
て
、
義
時
後
嗣
の
執
権
泰
時
に
働
き
か
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
和
歌
文
学
大
系
『
続
後
撰
集
』（
佐
藤
恒
雄
）
は
、「
蓮
生
は

女
婿
為
家
の
撰
歌
を
後
援
す
べ
く
自
ら
斡
旋
を
買
っ
て
出
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。」
と
言
う
。
も
し
そ
の
「
撰
歌
」
が
『
続
後
撰
集
』
の

そ
れ
を
言
う
の
な
ら
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
泰
時
は
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
七
月
二
十
五
日
の
後
嵯
峨
天
皇
に
よ
る
為
家
へ
の
撰

集
（
続
後
撰
集
）
下
命
以
前
の
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
六
月
十
五
日
に
六
十
歳
で
没
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
勅
撰
集
で
あ

る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
『
新
勅
撰
集
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
堀
河
天
皇
に
よ
る
定
家
へ
の
撰
集
（
新
勅
撰
集
）
下
命
は
、
貞
永
元

年
（
一
二
三
二
）
六
月
十
三
日
で
あ
る
。
時
に
泰
時
は
、
既
に
八
年
前
に
家
督
を
嗣
ぎ
執
権
と
な
り
、
正
五
位
下
（
同
年
四
月
）
武
蔵
守

で
あ
っ
た
。『
新
勅
撰
集
』
の
企
画
段
階
か
ら
積
極
的
に
主
導
し
た
九
条
家
の
道
家
で
さ
え
、
三
男
の
頼
経
を
将
軍
と
し
て
関
東
に
送
っ

て
い
る
事
情
も
あ
っ
て
か
、
寛
喜
二
年
（
一
二
二
六
）
六
月
十
八
日
の
泰
時
嫡
嗣
時
氏
の
死
去
に
は
、
道
家
女
中
宮
竴
子
の
和
歌
会
（
同

集
賀
歌
巻
頭
は
道
家
と
教
実
父
子
の
こ
の
折
の
歌
）
催
行
の
時
期
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
実
現
は
二
年
後
）。
そ
う
い
っ
た
背

景
で
道
家
が
要
請
し
て
撰
者
と
な
っ
た
定
家
や
そ
れ
に
助
力
し
た
為
家
あ
た
り
か
ら
、
幕
府
の
権
力
者
た
る
泰
時
の
歌
を
求
め
る
よ
う
、
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蓮
生
に
仲
介
を
依
頼
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
に
、
曲
折
を
経
た
撰
集
の
最
終
段
階
で
あ
る
文
暦

二
年
（
一
二
三
五
。
九
月
十
九
日
嘉
禎
改
元
）
正
月
一
日
に
は
、
勅
撰
（
新
勅
撰
集
）
作
者
た
る
を
感
悦
す
る
泰
時
の
仮
名
状
を
、
為
家

が
定
家
に
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
明
月
記
。
現
存
本
「
勅
権
佐
者
」
と
あ
る
の
は
「
勅
撰
作
者
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）。
定
家
は
も
し

か
す
る
と
、
政
治
的
配
慮
ば
か
り
で
は
な
く
、
泰
時
の
人
物
や
和
歌
を
評
価
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
泰
時
は
、
勅
撰
集
に
自
詠
が

撰
入
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
蓮
生
か
ら
の
働
き
か
け
で
あ
る
こ
と
を
察
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
い
か
な
る
方
に
浪
の
寄
す
ら
ん
」

は
、
素
知
ら
ぬ
風
を
装
い
な
が
ら
、
定
家
が
（
為
家
や
）
蓮
生
を
通
じ
て
自
分
の
歌
を
求
め
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
混
じ
っ
た
驚
き
を

詠
嘆
し
た
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
言
う
「
浪
（
波
）」
は
、『
古
今
集
』
仮
名
序
に
「
遍
き
御
う
つ
く
し
み
（
慈
し
み
）
の

浪
、
八
洲
の
外
ま
で
流
れ
」
と
あ
る
の
が
相
当
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、「
慈
し
み
」
の
よ
う
な
形
容
が
な
い
の
で
、
や
は
り
曖
昧

で
あ
る
。「
浪
の
寄
す
ら
ん
」
の
作
例
に
は
、「
動
き
な
き
巌
に
根
ざ
す
海
松
の
千
歳
を
誰
に
波
の
寄
す
ら
ん
」（
続
古
今
集
・
賀
・
石
に

海
松
の
生
ひ
た
る
を
見
て
・
一
八
九
九
）
が
あ
る
。
こ
の
「
誰
に
波
の
寄
す
ら
ん
」
は
、
千
歳
の
松
の
樹
齢
の
恩
恵
を
誰
に
及
ば
せ
よ
う

と
す
る
の
か
、
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
泰
時
の
歌
の
そ
れ
は
こ
れ
に
遠
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

③
続
古
今
集　

後
嵯
峨
院
下
命
。
藤
原
基
家
・（
同
家
良
。
途
中
死
去
）・
同
為
家
・
同
行
家
・
真
観
（
藤
原
光
俊
）。
文
永
二
年

（
一
二
六
五
）
十
二
月
二
十
六
日
奏
覧
、
同
三
年
（
一
二
六
六
）
三
月
十
二
日
竟
宴
。
位
署
は
「
平
泰
時
朝
臣
」。
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
伝

二
条
為
氏
筆
本
）。

 

７　

降ふ

る
雪ゆ

き

の
晴は

れ
行ゆ

く
あ
と
の
波な

み

の
上う

へ

に
消き

え
残の

こ

れ
る
や
海あ

ま人
の
釣つ

り

舟ふ
ね

（
続
古
今
集
・
冬
・
題
不
知
・
六
五
二
、
底
本
の
「
の
こ
れ
る

や
」
の
「
や
」
は
「
へ
」
に
上
書
。
雲
葉
集
・
冬
・
だ
い
し
ら
ず
・
八
六
四
。
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
・
百
九
番
判
詞
、
下
句



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

三
九

「
残
れ
る
雪
や
海
人
の
釣
り
舟
」。
六
華
集
・
冬
・
続
古
・
一
一
二
六
一
、
四
句
「
消
え
残
り
た
る
」。）

訳　

降
る
雪
が
晴
れ
て
行
く
後
の
波
の
上
に
、
そ
の
痕
跡
と
し
て
消
え
残
っ
て
い
る
の
か
、
海
人
の
釣
り
舟
は
。

　
「
あ
と
」
は
、
の
ち
の
意
味
の
「
後
」
に
、
形
跡
・
痕
跡
の
意
味
の
「
跡
」
が
掛
か
る
と
解
す
る
。「
晴
れ
行
く
あ
と
」
の
詞
は
、
隆
信

の
「
横
雲
の
晴
れ
行
く
あ
と
の
曙
に
嶺
飛
び
渡
る
初
雁
の
声
」（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
一
二
四
九
）
が
早
い
。
後
鳥
羽
院
の
「
日
に
磨

く
玉
か
と
ぞ
見
る
夕
立
の
晴
れ
行
く
あ
と
の
野
辺
の
白
露
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
三
月
内
宮
御
百
首
・
夏
・
二
三
一
）
が
続
く
。

泰
時
が
こ
れ
ら
新
古
今
歌
人
の
作
に
学
ん
だ
可
能
性
は
見
て
お
き
た
い
。
勅
撰
集
で
は
、
こ
の
泰
時
の
歌
が
初
出
で
あ
る
。
気
象
の
変
化

の
叙
景
の
詞
で
、
京
極
派
好
み
で
あ
り
、
事
実
、
こ
れ
以
外
で
は
、『
玉
葉
集
』
の
二
首
（
三
三
九
・
平
煕
時
、
二
〇
一
七
・
法
印
仲
覚
）

と
『
風
雅
集
』
の
二
首
（
五
七
四
・
実
名
、
一
五
一
八
・
読
人
不
知
）
が
、
勅
撰
集
の
用
例
で
あ
る
。
中
で
、
北
条
政
村
孫
・
同
為
時
男

で
十
二
代
執
権
煕
時
の
「
時
鳥
雲
の
い
づ
く
ぞ
村
雨
の
晴
れ
行
く
あ
と
の
夜
は
の
一
声
」（
玉
葉
集
・
夏
・
三
三
九
）
に
は
、
大
伯
父
泰

時
の
歌
か
ら
の
影
響
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
新
古
今
歌
人
が
詠
出
し
、
関
東
歌
人
を
経
由
し
て
、
京
極
派
勅
撰
集
に
顕
現
す
る
事
例

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
、『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
』（
冬
・
百
九
番
・
右
・
二
一
八
）
の
惟
宗
忠
景
の
「
か
き
暗
し
降
れ
ど
た
ま
ら
ぬ
波

の
上
に
浮
か
べ
る
雪
や
海
人
の
釣
舟
」
に
つ
い
て
、
藤
原
基
家
の
判
詞
に
、
次
の
と
お
り
見
え
る
。「
右
、
降
る
雪
の
晴
れ
行
く
あ
と
の

波
の
上
に
残
れ
る
雪
や
海
人
の
釣
舟
、
と
よ
め
る
歌
に
相
似
る
に
や
。
此
の
歌
は
雲
葉
の
冬
部
に
し
る
し
入
れ
て
侍
り
。
然
れ
ば
左
勝
つ

べ
く
や
。」。
基
家
は
ま
ず
『
雲
葉
集
』
に
こ
の
歌
を
採
録
し
、
歌
合
判
詞
で
思
い
起
こ
し
、
さ
ら
に
撰
者
に
加
わ
っ
た
『
続
古
今
集
』
に

も
改
め
て
撰
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
基
家
が
こ
の
歌
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
歌
合
で
相
似
を
咎
め
た
の
は
、
関
東
の
歌

合
な
の
で
、
忠
景
が
泰
時
の
歌
を
真
似
た
こ
と
を
疑
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
波
の
上
」
の
「
海
人
の
釣
舟
」
を
詠
む
こ
と
は
古
く
、「
武
庫
の
海
の
庭
よ
く
あ
ら
し
い
さ
り
す
る
海
人
の
釣
舟
波
の
上
ゆ
見
ゆ
」



四
〇

（
万
葉
集
・
巻
十
五
・
三
六
〇
九
・
作
者
未
詳
。
五
代
集
歌
枕
・
む
こ
の
う
み
・
八
八
五
、
結
句
「
波
の
上
に
見
ゆ
」）
に
始
ま
る
が
、
勅

撰
集
に
見
え
る
の
は
こ
の
泰
時
の
歌
だ
け
で
あ
る
。
一
首
全
体
の
景
趣
と
し
て
は
、「
浪
の
上
に
む
ら
む
ら
雪
ぞ
積
も
り
け
る
そ
れ
と
は

見
え
ず
海
人
の
釣
舟
」（
冬
題
歌
合
建
保
五
年
・
冬
海
雪
・
七
三
・
忠
定
）
の
後
時
を
叙
し
た
と
言
え
る
。
泰
時
が
、
忠
定
の
歌
を
見
知
っ
て

い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

８　

近ち
か

づ
け
ば
野の

ち路
の
笹さ

ゝ

原は
ら

現あ
ら
はれ

て
ま
だ
末す

ゑ

霞か
す

む
二ふ

た
む
ら村

の
山や

ま

（
続
古
今
集
・
羈
旅
・
旅
の
道み

ち

に
て
よ
め
る
・
八
六
五
。
雲
葉
集
・
羈
旅
・

旅
の
道
に
て
・
九
七
二
。
歌
枕
名
寄
・
東
海
三
・
参
河
国
・
二
村
山
・
同
〔
続
古
〕
十
・
四
九
五
三
。
六
華
集
・
羈
旅
・

一
五
四
九
、
二
句
「
野
路
の
し
の
原
」）

訳　

近
づ
い
て
み
る
と
野
の
道
の
笹
原
が
姿
を
現
し
て
、
し
か
し
い
ま
だ
先
の
方
は
霞
む
、
二
村
の
山
よ
。

　

詞
書
の
「
旅
の
道
に
て
」
は
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
五
月
に
承
久
の
乱
で
西
上
・
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
六
月
に
父
義
時
の
死

で
東
下
の
折
か
、
ま
た
は
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
三
月
～
十
月
の
将
軍
頼
経
上
洛
・
帰
東
随
行
の
折
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
（
→

５
）。
後
者
の
可
能
性
が
高
い
か
。

　
「
笹
原
」
は
「
篠
原
」
と
も
書
く
。
そ
の
「
野
路
の
笹
原
」
は
、
近
江
国
の
歌
枕
の
そ
れ
で
は
な
く
、
一
般
の
野
の
道
の
笹
原
（
篠
原
）

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
歌
枕
「
二
村
の
山
」
は
、『
能
因
歌
枕
』
は
尾
張
国
と
し
、『
八
雲
御
抄
』
や
『
歌
枕
名
寄
』
等
は
三
河
国
と
す
る
。

こ
こ
は
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
街
道
沿
い
の
尾
張
国
の
「
二
村
山
」（
現
愛
知
県
豊
明
市
）
で
あ
ろ
う
。「
境
川
」
を
越
え
る
と
三
河
な
の
で
、

「
三
河
国
」
の
所
在
と
の
認
識
も
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
更
級
日
記
』
に
は
、「
そ
れ
よ
り
か
み
は
、
猪
の
鼻
と
い
ふ
坂
の
え
も

言
は
ず
侘
び
し
き
を
上
り
ぬ
れ
ば
、
三
河
の
国
の
高
師
の
浜
と
い
ふ
。
八
橋
は
名
の
み
し
て
、
橋
の
か
た
も
な
く
、
な
に
の
見
所
も
な

し
。
二
村
の
山
の
中
に
泊
ま
り
た
る
夜
…
宮
路
の
山
と
い
ふ
所
越
ゆ
る
ほ
ど
」
と
見
え
る
。
つ
ま
り
、
高
師
の
浜
（
遠
江
・
三
河
国
境
。
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四
一

愛
知
県
豊
橋
市
）
―
八
橋
（
三
河
国
。
愛
知
県
知
立
市
）
―
二
村
山
と
い
う
道
筋
を
取
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
こ
も
、「
二
村
の
山
」
を
三

河
国
と
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、『
八
雲
御
抄
』
は
、「
宮
路
山
」
を
尾
張
国
と
誤
認
し
て
い
て
、「
二
村
山
」
を
三
河
国

と
誤
認
す
る
の
と
対
称
で
あ
る
。

　
「
ま
だ
末
霞
む
」
は
、「
旅
衣
袖
に
先
立
つ
春
風
に
な
ほ
末
霞
む
武
蔵
野
の
原
」（
白
河
殿
七
百
首
・
春
・
野
霞
・
七
・
実
名
）
の
「
な

ほ
末
霞
む
」
に
近
い
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

幕
府
御
家
人
宇
都
宮
景
綱
の
「
旅
の
空
雲
間
に
山
は
現
れ
て
雨
晴
れ
初
む
る
野
路
の
遠
方
」（
沙
弥
蓮
愉
集
・
雑
・
五
五
三
）
の
「
現

れ
て
」「
野
路
（
の
遠
方
）」
の
用
詞
は
、
こ
の
泰
時
の
歌
に
学
ん
だ
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
か
と
疑
わ
れ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
幕
府
末
期
の

政
所
執
事
二
階
堂
行
朝
の
「
越
え
行
け
ば
一
か
た
な
ら
ず
霞
む
な
り
二
村
山
の
春
の
曙
」（
新
千
載
集
・
羈
旅
・
都
に
上
り
侍
り
け
る
時

二
村
山
を
越
ゆ
と
て
よ
め
る
・
八
〇
八
）
の
第
二
～
四
句
は
、
泰
時
の
歌
の
下
句
を
敷
衍
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
な
お
ま
た
、「
木
の

本
に
近
づ
く
ほ
ど
の
花
ぞ
見
る
ま
だ
行
く
末
の
山
は
霞
み
て
」（
為
理
集
・
三
月
三
日
、
民
部
卿
家
・
山
路
花
・
四
〇
）
は
、
こ
の
泰
時

の
歌
の
影
響
下
に
あ
る
と
見
て
よ
い
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

９　

山
川か

は

の
氷
や
薄う

す

く
結む

す

ぶ
ら
ん
下し

た

に
木こ

の
葉は

ぞ
見
え
て
流な

か

る
るゝ
（
続
古
今
集
・
雑
上
・
だ
い
し
ら
ず
・
一
六
一
二
。
題
林
愚
抄
・
冬

中
・
薄
氷
・
続
古
十
七
・
五
二
九
二
）

訳　

山
の
中
の
川
の
氷
は
、
薄
く
張
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
下
に
木
の
葉
が
見
え
て
流
れ
て
い
る
。

　
「
山
川
」
は
「
や
ま
が
は
」
で
、
山
の
中
を
流
れ
る
川
の
こ
と
。

　

一
首
は
、「
氷
り
し
て
音
は
せ
ね
ど
も
山
川
の
下
は
流
る
る
も
の
と
知
ら
ず
や
」（
詞
花
集
・
恋
上
・
二
二
七
・
範
永
）
を
本
歌
に
す

る
。
こ
の
歌
は
詞
書
を
「
山
寺
に
籠
も
り
て
日
頃
侍
り
て
、
女
の
も
と
へ
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
」
と
す
る
恋
歌
で
、
泰
時
の
歌
は
そ
れ
を



四
二

冬
の
叙
景
歌
に
詠
み
換
え
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
定
家
学
書
が
、
後
進
に
主
題
の
転
換
と
促
す
本
歌
取
り
説
に
沿
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
泰
時
の
こ
の
歌
は
、『
続
古
今
集
』
で
は
雑
上
の
時
雨
に
寄
せ
る
述
懐
歌
群
（
一
六
〇
九
～
一
六
二
三
）
の
中
に
配
さ
れ
て
い
て
、

異
質
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
歌
か
ら
三
首
（
一
六
一
三
、
四
）
は
「
木
の
葉
」
を
共
有
し
て
い
て
、
必
ず
し
も
配
列
が
破
綻
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
な
い
。
撰
者
は
、
こ
の
泰
時
の
歌
に
、
何
ら
か
の
寓
意
を
読
み
取
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
範
永
の
歌
は
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
の
『
詞
花
集
』
歌
で
は
あ
る
が
、
特
に
『
続
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
真
観
が
、
鎌
倉
中

期
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
五
月
末
に
鎌
倉
で
著
し
た
、『
簸
河
上
』
の
言
説
「
後
拾
遺
は
見
直
し
、
ひ
た
た
け
て
取
り
用
ゐ
る
こ
と
に

な
ん
な
り
て
侍
り
」
に
照
ら
せ
ば
、
こ
れ
を
本
歌
と
見
て
よ
い
。
三
代
集
歌
人
の
用
詞
を
拠
る
べ
き
古
歌
詞
と
説
く
（
従
っ
て
本
歌
取
り

す
る
古
歌
は
三
代
集
歌
人
の
古
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
定
家
の
『
近
代
秀
歌
』『
詠
歌
大
概
』
の
成
立
当
時
に
、
泰
時
は
二
・
三
十
代

で
あ
り
、
歌
人
と
し
て
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
院
政
期
本
歌
取
り
の
方
法
を
肯
定
す
る

順
徳
院
の
『
八
雲
御
抄
』
の
当
代
で
も
あ
っ
て
、
定
家
の
本
歌
取
り
の
方
法
が
当
時
の
歌
人
の
詠
作
に
完
全
に
は
実
現
し
て
い
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
真
観
の
所
説
は
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
鎌
倉
前
中
期
の
和
歌
の
実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
関
東
歌
人

泰
時
の
歌
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
特
に
前
執
権
の
歌
と
し
て
、
将
軍
宗
尊
親
王
に
献
じ
ら
れ
た
は
ず
の
『
簸
河
上
』
を
書
い

た
真
観
に
と
っ
て
は
、
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
簸
河
上
』
の
所
説
に
沿
っ
て
泰
時
の
本
歌
取

り
を
認
定
す
る
こ
と
に
は
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
首
の
景
趣
は
、
家
隆
の
「
春
風
に
下
行
く
波
の
か
ず
見
え
て
残
る
と
も
な
き
薄
氷
か
な
」（
六
百
番
歌
合
・
春
・
春
氷
・
三
一
。

三
百
六
十
番
歌
合
・
春
・
一
四
。
玉
吟
集
・
三
〇
三
。
風
雅
集
・
春
上
・
三
五
）
に
倣
っ
て
い
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
泰
時
の
詠
作
意
図
が

叙
景
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
後
鳥
羽
院
の
「
木
の
葉
敷
く
山
下
水
の
薄
氷
ひ
と
へ
に
秋
を
結
ぶ
な
り
け
り
」（
後

鳥
羽
院
御
集
・
元
久
元
年
十
二
月
八
幡
卅
首
御
会
・
冬
・
一
二
一
九
）
は
、
山
中
の
薄
氷
に
「
木
の
葉
」
を
詠
み
併
せ
る
点
で
先
行
例
で



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

四
三

は
あ
る
が
、
氷
と
木
の
葉
の
関
係
は
上
下
が
逆
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
泰
時
詠
は
「
山
川
の
紅
葉
の
上
の
薄
氷
木
の
間
洩
り
来
し
月
か

と
ぞ
見
る
」（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
冬
・
一
二
五
・
公
経
。
続
拾
遺
集
・
冬
・
四
二
四
）
に
同
じ
で
あ
る
。『
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
』

の
公
経
詠
と
泰
時
詠
と
の
先
後
は
不
明
な
が
ら
、
泰
時
が
、
頼
朝
の
姪
婿
で
後
に
は
関
東
申
次
と
な
る
程
に
鎌
倉
幕
府
と
親
近
し
て
い
た

西
園
寺
公
経
（
後
に
四
代
将
軍
と
な
る
頼
経
の
外
祖
父
）
の
歌
に
着
目
し
て
倣
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
泰
時
詠
は
、
泰
時
三
十
四
歳
の

建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
の
同
歌
合
催
行
の
閏
六
月
九
日
以
降
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
泰
時
の
京
都
歌
壇
の
作
品
を
貪
欲
に
学

ぼ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
泰
時
が
公
経
詠
を
見
習
っ
た
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
京
都
の
権
門
歌
人
と
同
様
の
詠
作
を
成

す
泰
時
の
歌
力
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
下
に
木
の
葉
ぞ
見
え
て
流
る
る
」
の
趣
向
を
構
え
た
表
現
が
新
鮮
で
あ
る
。
薄
氷
の
下
を
流
れ
る
木
の
葉
が
見
え
る
と
い
う
、
対
象

を
微
細
に
凝
視
す
る
叙
景
は
、
京
極
派
に
通
う
趣
が
あ
る
。
事
実
、
泰
時
歌
の
先
蹤
と
言
え
る
家
隆
の
一
首
は
、『
風
雅
集
』
に
撰
入
さ

れ
て
い
る
。「
見
え
て
流
る
る
」
の
直
叙
に
、
武
家
歌
人
ら
し
さ
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
措
辞
は
古
く
、「
糸
と
さ
へ
見
え
て
流
る

る
滝
な
れ
ば
絶
ゆ
べ
く
も
あ
ら
ず
抜
け
る
白
玉
」（
貫
之
集
・
女
ど
も
の
た
き
み
た
る
所
一
七
八
。
古
今
六
帖
・
第
三
・
た
き
・

一
六
九
三
）
の
作
例
が
あ
る
。
ま
た
、
後
出
で
は
「
咲
き
咲
か
ず
う
つ
ろ
ふ
菊
の
下
水
に
花
の
淵
瀬
ぞ
見
え
て
流
る
る
」（
基
綱
集
・
菊

花
半
開
延
徳
元
九
五
庚
申
当
座
・
一
〇
六
春
）
他
が
見
え
る
。
作
例
は
稀
少
で
、
た
と
え
貫
之
の
歌
に
学
ん
だ
の
だ
と
し
て
も
、
泰
時
の

用
詞
に
特
徴
を
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

総
じ
て
こ
の
歌
は
、
歌
人
泰
時
の
水
準
と
個
性
が
見
え
る
一
首
で
あ
る
。

10　

世よ

を
う
み
の
海あ

ま人
の
小を

舟ふ
ね

の
綱つ

な

手て

縄な
は

心こ
ゝ
ろの

ひ
く
に
身
を
な
ま
か
せ
そ
（
続
古
今
集
・
雑
中
・
題
不
知
・
一
六
四
五
）



四
四

訳　

生
涯
を
海
で
生
業
す
る
海
人
が
、
小
舟
の
綱
手
縄
を
引
い
て
暮
ら
す
の
に
身
を
任
せ
る
、
そ
れ
な
ら
ず
、
世
の
中
が
憂
く
辛
い
か

ら
と
い
っ
て
、
心
の
誘
い
惹
く
ま
ま
に
そ
の
身
を
任
せ
け
る
こ
と
は
す
る
な
。

　
「
海
人
の
住
む
浦
漕
ぐ
舟
の
楫
を
な
み
世
を
う
み
渡
る
我
ぞ
悲
し
き
」（
後
撰
集
・
雑
一
・
定
め
た
る
男
も
な
く
て
、
物
思
ひ
侍
り
け
る

頃
・
一
〇
九
〇
・
小
町
）
を
本
歌
に
す
る
。
初
句
は
、「
世
を
う
み
の
泡
と
消
え
ぬ
る
身
に
し
あ
れ
ば
恨
む
る
こ
と
ぞ
数
な
か
り
け
る
」

（
後
撰
集
・
恋
二
・
六
一
七
・
藤
原
仲
平
）
に
拠
っ
て
い
よ
う
か
。
同
時
に
、
西
行
の
「
お
ろ
か
な
る
心
の
ひ
く
に
ま
か
せ
て
も
さ
て
さ

は
い
か
に
つ
ひ
の
思
ひ
は
」（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
七
四
九
）
に
も
負
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
実
朝
の
「
世
の
中
は
常
に

も
が
も
な
渚
漕
ぐ
海
人
の
小
舟
の
綱
手
か
な
し
も
」（
新
勅
撰
集
・
羈
旅
・
五
一
五
。
金
槐
集
・
雑
・
舟
・
六
〇
四
）
に
相
似
す
る
。
実

朝
の
歌
と
泰
時
の
歌
と
の
先
後
は
、
不
明
で
あ
る
。
実
朝
の
歌
に
泰
時
が
倣
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
九
歳
年
長
の
泰
時
の
歌
に

実
朝
が
触
発
さ
れ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
世
を
う
み
の
」
は
、「
世
を
憂
み
」（
世
の
中
が
憂
く
辛
い
の
で
）
に
「
世
を
海
の
」（
一
生
を
海
に
暮
ら
す
）
が
掛
か
り
、「
海
人
の

綱
手
縄
」
へ
続
く
。
こ
こ
ま
で
が
有
意
の
序
と
も
言
え
、「
引
く
」（
綱
手
縄
を
引
く
）
を
起
こ
し
「
心
の
惹
く
」（
心
が
誘
う
）
が
掛
か

る
。「
身
を
な
ま
か
せ
そ
」
は
、「
海
人
」
が
「
身
を
」「
ま
か
せ
」
に
、「
世
を
憂
み
」
と
す
る
人
に
対
し
て
言
う
「
身
を
な
ま
か
せ
そ
」

が
掛
か
る
。

　

先
行
歌
に
依
拠
し
つ
つ
掛
詞
（
あ
る
い
は
比
喩
）
を
仕
込
ん
で
、
新
し
さ
の
あ
る
歌
境
を
詠
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
続
古
今
集
』
の

前
後
の
両
首
、「
限
り
あ
れ
ば
霞
ま
ぬ
浦
の
波
間
よ
り
心
と
消
ゆ
る
海
人
の
釣
舟
」（
一
六
四
四
・
藤
原
隆
祐
）、「
蘆
根
は
ふ
入
江
の
小
舟

さ
す
が
な
ほ
う
き
に
た
へ
て
も
世
を
渡
る
か
な
」（
一
六
四
六
・
円
勇
法
師
）
と
比
較
す
る
と
よ
く
分
か
る
。
下
句
に
戒
め
を
読
み
取
れ

ば
、
道
歌
に
通
じ
る
趣
の
一
首
と
い
う
こ
と
な
る
。
→
２
。
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11　

思お
も

ひ
や
る
心こ

ゝ
ろ

は
常つ

ね

に
通か

よ

ふ
と
も
知し

ら
ず
や
君
が
言こ

と

伝つ

て
も
な
き
（
続
古
今
集
・
雑
下
・
高
弁
上
人
に
申
し・

つ
か
は
し
け
る
・

一
八
四
〇
。
明
恵
上
人
集
・
武
蔵
守
泰
時
消
息
を
送
ら
る
る
つ
い
で
に
・
一
二
七
）

訳　

あ
な
た
を
思
い
や
る
私
の
心
は
常
に
そ
ち
ら
へ
通
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
う
だ
と
も
知
ら
な
い
の
か
、
あ
な
た
か
ら
の
言
伝
も

な
い
こ
と
だ
。

　
「
思
ひ
や
る
心
は
常
に
通
へ
ど
も
逢
坂
の
関
越
え
ず
も
あ
る
か
な
」（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
一
六
・
三
統
公
忠
）
を
本
歌
に
す
る
。
恋
歌

の
本
歌
の
「
逢
坂
の
関
」
は
、
男
女
が
逢
う
一
線
・
境
界
を
寓
意
す
る
。
泰
時
在
洛
時
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
仮
に
在
洛
時
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
泰
時
は
関
東
本
拠
の
者
と
し
て
、
近
江
国
の
歌
枕
で
も
あ
る
実
際
の
「
逢
坂
の
関
」
が
、
洛
外
栂
尾
の
明
恵
と
を
隔
て
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
本
歌
を
借
り
て
言
外
に
こ
れ
を
仕
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
明
恵
が
ま
た
、
そ
の
本
歌
取
り
の
意
図
を
理
解

す
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
「
と
も
」
は
、
本
歌
の
「
ど
も
」
を
承
け
た
逆
接
の
接
続
助
詞
「
と
も
」
に
、「
し
ら
ず
や
」
が
受
け
る
格
助
詞
と
係
助
詞
の
「
と
も
」

が
掛
か
る
と
解
す
る
。

　

第
四
句
「
知
ら
ず
や
君
が
」
の
類
例
は
、
古
く
「
蘆
た
づ
の
す
ま
ふ
入
江
の
白
菅
の
知
ら
ず
や
君
は
我
が
恋
ふ
ら
く
を
」（
古
今
六

帖
・
第
六
・
つ
る
・
四
三
五
四
・
人
丸
）
が
あ
る
が
、
泰
時
が
こ
れ
を
見
習
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
ま
た
、
結
句
の
「
言
伝
も
な

き
」
の
用
例
も
早
く
、「
山
賤
の
垣
ほ
に
這
へ
る
青
つ
づ
ら
人
は
く
れ
ど
も
言
伝
も
な
し
」（
古
今
集
・
恋
四
・
七
四
二
・
寵
）
や
「
恋
ひ

死
し
な
ば
恋
ひ
も
死
ね
と
や
玉
桙
の
道
ゆ
き
人
に
言
伝
も
な
き
」（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
三
七
・
人
麿
）
が
あ
り
、
後
者
に
倣
っ
た
可
能

性
は
よ
り
高
い
で
あ
ろ
う
。
古
い
先
例
の
あ
る
詞
を
用
い
て
い
る
が
、
下
句
の
言
い
方
に
は
率
直
さ
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
「
高
弁
上
人
」
の
「
返
し
」
は
、「
人
知し

れ
ず
思お

も

ふ
心こ

ゝ
ろ

の
通か

よ

ふ
こ
そ
言い

ふ
に
ま
さ
れ
る
し
る
べ
な
る
ら
め
」（
一
八
五
〇
）
で
あ
る
。
一

首
の
意
味
は
、「
人
知
れ
ず
（
互
い
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
）
思
う
心
が
通
う
こ
と
こ
そ
が
、
言
伝
な
ど
を
言
う
の
に
も
優
る
、
通
っ
て



四
六

い
く
心
の
道
案
内
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。」
と
い
う
こ
と
。
音
信
の
無
さ
を
咎
め
る
体
の
率
直
な
武
士
の
物
言
い
の
贈
歌
に
、
心
通
う
こ
と

の
本
質
を
諭
し
た
遁
世
僧
ら
し
い
返
歌
の
贈
答
で
あ
る
。

　

泰
時
と
明
恵
と
が
、
い
つ
関
わ
り
を
持
ち
、
こ
の
贈
答
が
い
つ
行
わ
れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。
高
弁
上
人
明
恵
が
、
仁
治
三
年

（
一
二
四
二
）
六
月
十
五
日
に
六
十
歳
で
没
す
る
以
前
で
は
あ
る
。
両
者
が
面
会
し
た
、
あ
る
い
は
泰
時
が
在
京
の
折
に
消
息
し
た
と
す

れ
ば
、
泰
時
の
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
五
月
に
承
久
の
乱
で
西
上
・
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
六
月
に
父
義
時
の
死
で
東
下
の
折
か
、

ま
た
は
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
三
月
～
十
月
の
将
軍
頼
経
上
洛
・
帰
東
随
行
の
折
か
、
で
あ
ろ
う
（
→
５
）。
ち
な
み
に
、
畠
山
重

忠
は
、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
四
月
五
日
に
、
栂
尾
に
参
向
し
て
明
恵
に
謁
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
が
『
吾
妻
鏡
』
に
見
え
る
明
恵
の

唯
一
の
記
事
で
あ
る
。

④
続
拾
遺
集　

亀
山
院
下
命
。
藤
原
為
氏
撰
。
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
十
二
月
二
十
九
日
奏
覧
。
位
署
「
平
泰
時
朝
臣
」。
尊
経
閣
文

庫
蔵
本
（
伝
飛
鳥
井
雅
康
筆
）。

12　

ほ
の
ぼ〳〵
の
と
明
け・

ゆ
く
山
の
高た

か

嶺ね

よ
り
霞か

す
みに

にゝ
ほ
ふ
花
の
白し

ら

雲
（
続
拾
遺
集
・
春
下
・
題
し
ら
ず
・
八
一
）

訳　

ほ
ん
の
り
と
夜
が
明
け
て
行
く
山
の
高
嶺
か
ら
、
霞
に
照
り
映
え
て
見
え
る
花
の
白
雲
よ
。

　

霞
に
照
り
映
え
る
白
雲
（
桜
花
）
の
景
趣
と
し
て
は
、
式
子
の
「
待
た
れ
つ
る
花
の
盛
り
か
吉
野
山
霞
の
間
よ
り
に
ほ
ふ
白
雲
」（
式

子
内
親
王
集
・〔
前
小
斎
院
御
百
首
〕
又
・
春
・
一
〇
九
）
に
通
う
が
、
泰
時
が
こ
れ
を
知
り
得
た
か
は
分
か
ら
な
い
し
、
こ
れ
に
拠
ら

な
く
と
も
詠
出
で
き
た
で
あ
ろ
う
。　
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「
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
ゆ
く
山
」
の
先
行
例
は
、「
独
り
寝
の
恋
の
煙
や
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
ゆ
く
山
の
峰
の
横
雲
」（
右
大
臣
家
歌
合
安
元
元

年
・
暁
恋
・
四
二
・
清
輔
）
が
あ
る
。
順
徳
院
に
は
、「
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
ゆ
く
山
の
桜
花
か
つ
降
り
ま
さ
る
雪
か
と
ぞ
見
る
」（
紫
禁
集
・

同
比
〔
建
保
四
年
三
月
十
五
日
比
〕、
二
百
首
和
歌
・
八
一
四
。
万
代
集
・
春
下
・
朝
落
花
と
い
ふ
こ
と
を
・
三
六
六
）
が
あ
る
が
、
泰

時
の
歌
の
詠
作
時
期
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
先
後
は
未
詳
で
、
影
響
関
係
を
推
測
し
難
い
。
後
出
の
亀
山
院
の
「
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
ゆ
く

山
の
高
嶺
よ
り
横
雲
か
け
て
降
れ
る
白
雪
」（
新
後
拾
遺
集
・
冬
・
曙
雪
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
・
五
三
三
）
は
、
順
徳
院
の
一
首
か
、
こ

の
泰
時
の
歌
に
倣
っ
た
可
能
性
を
見
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
高
嶺
よ
り
」
は
「
に
ほ
ふ
」
に
か
か
る
。
類
詠
に
「
桜
花
う
つ
ろ
ふ
山
の
高
嶺
よ
り
あ
ま
ぎ
る
雲
に
に
ほ
ふ
春
風
」（
続
後
撰
集
・
春

中
・
入
道
前
摂
政
家
歌
合
に
、
雲
間
花
・
一
〇
八
・
成
実
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
七
月
の
「
光
明
峰
寺
入
道
摂

政
家
七
首
歌
合
」（
散
佚
）
の
一
首
で
あ
る
。
そ
の
歌
合
の
詠
作
を
泰
時
が
参
照
し
得
と
す
れ
ば
、
道
家
と
関
東
と
の
関
係
の
深
さ
や
泰

時
の
道
家
の
歌
業
へ
の
注
目
度
の
高
さ
故
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
こ
ま
で
の
関
係
性
を
こ
の
両
首
に
見
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
「
霞
に
に
ほ
ふ
」
の
句
は
、
家
隆
の
「
見
し
よ
り
も
色
こ
そ
浅
く
な
り
に
け
れ
霞
に
に
ほ
ふ
古
里
の
梅
」（
玉
吟
集
・
百
首
和
歌　
初
心

〔
堀
河
院
百
首
題
〕・
春
・
梅
・
七
）
が
早
い
。
よ
り
視
覚
に
傾
い
た
類
例
に
は
、
秀
能
の
「
鼻
の
色
は
そ
れ
と
も
見
え
ぬ
雲
ゐ
よ
り
霞
に
に
ほ

ふ
天
の
香
具
山
」（
如
願
法
師
集
・
詠
百
首
和
・
春
・
一
五
八
）
が
あ
る
。
泰
時
が
何
に
学
ん
だ
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
新
古
今
時
代
以

降
の
新
し
い
句
形
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

霞
に
包
ま
れ
た
高
嶺
の
山
桜
の
盛
り
を
、
白
雲
が
照
り
映
え
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
表
し
た
雅
趣
の
一
首
で
あ
る
。
和
歌
の
伝
統
に

沿
っ
て
い
る
が
、
そ
の
表
現
は
、
新
古
今
時
代
以
降
の
比
較
的
新
し
い
歌
に
類
し
て
い
て
、
泰
時
の
志
向
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
。



四
八

13　

恋こ

ひ
恋〳〵
ひ
て
初
音
は
聞き

きゝ
つ
郭
公
あ
り
し
昔む

か
しの

宿や
と

な
忘
れ・

そ
（
続
拾
遺
集
・
雑
春
・
五
三
九
）

訳　

恋
い
に
恋
い
て
、
よ
う
や
く
（
今
年
の
）
初
音
を
聞
い
た
。
時
鳥
よ
、
か
つ
て
の
（
よ
く
訪
れ
て
い
た
）
昔
の
こ
の
家
を
忘
れ
て

く
れ
る
な
。

　
『
続
拾
遺
集
』
の
部
立
名
は
「
雑
春
歌
」
だ
が
、
そ
の
巻
第
七
（
四
七
〇
～
五
五
八
）
の
後
半
部
（
五
三
四
～
五
五
八
）
は
「
雑
夏
歌
」

で
あ
る
。
詞
書
は
「
世
を
遁の

か

れ
に
け
る
人
の
卯
月
の
比
詣ま

う

で
来き

て
、
申
す・

こ
と
侍
り・

け
る
後の

ち

、
つ
か
は
し
け
る
」
で
、「
出
家
遁
世
し
て

し
ま
っ
た
人
が
、
四
月
の
頃
に
や
っ
て
来
ま
し
て
、
お
話
し
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
後
で
、
遣
わ
し
た
（
歌
）」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体

的
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。「
郭
公
」
は
、「
世
を
遁
れ
に
け
る
人
」
を
寓
意
す
る
。
常
に
泰
時
邸
を
尋
ね
て
い
た
人
が
出
家
後
に
疎
遠
に

な
っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
そ
れ
以
来
初
め
て
訪
れ
て
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
喜
び
を
表
明
し
つ
つ
、
爾
後
の
変
わ
ら
ぬ
訪
問
を
請
う
意
味
合

い
の
一
首
で
あ
ろ
う
。

　

一
首
は
、「
聞
か
ば
や
な
そ
の
か
み
山
の
時
鳥
あ
り
し
昔
の
同
じ
声
か
と
」（
後
拾
遺
集
・
夏
・
一
八
三
・
皇
后
宮
美
作
）
を
本
歌
に
す

る
。『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
皇
后
宮
美
作
の
歌
を
本
歌
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
９
に
記
し
た
。

　
「
恋
ひ
恋
ひ
て
」
と
「
郭
公
」
の
詠
み
併
せ
の
先
行
例
は
、
定
家
の
「
忘
ら
れ
ぬ
去
年
の
古
声
恋
ひ
恋
ひ
て
な
ほ
め
づ
ら
し
き
郭
公
か

な
」（
拾
遺
愚
草
・
夏
・
詠
四
十
七
首
和
歌
・
三
一
九
八
。
風
雅
集
・
夏
・
三
二
八
・
定
家
）
が
、
目
に
入
る
程
度
で
あ
る
。
泰
時
が
こ

の
定
家
の
歌
に
倣
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
学
習
範
囲
が
、
相
当
に
広
範
で
あ
る
可
能
性
を
見
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
少

な
く
と
も
、
新
古
今
時
代
の
中
心
歌
人
の
作
に
似
通
う
歌
を
泰
時
が
詠
じ
た
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

14　

尋
ぬ・

れ
ば
理

こ
と
は
りは

な
し
と
に
か
く
に
人
の
嘆な

け

き
を
我わ

が
愁う

れ

へ
つ
つゝ
（
続
拾
遺
集
・
雑
中
・
述
懐
の
心
を
・
一
一
七
六
）



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

四
九

訳　

探
し
求
め
て
い
っ
て
み
る
と
、
世
の
中
に
道
理
は
な
い
の
だ
。
あ
れ
も
こ
れ
も
、
人
々
の
嘆
き
を
、
私
の
愁
え
と
し
て
思
い
悩
み
な

が
ら
。

　
『
続
拾
遺
集
』
で
は
、「
述
懐
の
心
を
」
の
詞
書
の
下
で
、
為
家
の
「
思
ふ
ほ
ど
心
を
人
に
知
ら
れ
ね
ば
憂
し
と
い
ふ
に
も
理
は
な
し
」

（
続
拾
遺
集
・
雑
中
・
一
一
七
五
）
に
続
い
て
配
さ
れ
て
い
る
。「
理
は
な
し
」
が
共
通
す
る
が
、
両
首
の
意
味
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。

為
家
詠
の
そ
れ
は
、「
人
」
が
理
解
す
る
説
明
は
で
き
な
い
と
い
っ
た
趣
意
で
、
泰
時
詠
の
そ
れ
は
、
筋
道
の
通
っ
た
道
理
が
存
在
し
な

い
と
い
っ
た
趣
意
で
あ
ろ
う
。

　
「
と
に
か
く
に
」
は
、
勅
撰
集
で
は
、
恋
の
思
い
に
つ
い
て
言
う
歌
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
人
麻
呂
・
九
九
〇
、
後
拾
遺
集
・
恋
三
・

七
二
九
・
惟
規
、
千
載
集
・
恋
二
・
七
二
六
・
良
経
）
が
先
行
し
、
述
懐
の
初
出
は
『
続
後
撰
集
』
の
「
と
に
か
く
に
身
の
憂
き
こ
と
の

繁
け
れ
ば
ひ
と
か
た
に
や
は
袖
は
濡
れ
け
る
」（
雑
中
・
一
一
七
九
・
八
条
院
高
倉
）
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
我
が
身
の
憂
さ
・
嘆
き
に
言

っ
て
い
て
、
そ
れ
は
和
歌
で
は
む
し
ろ
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で
、
泰
時
の
歌
の
「
と
に
か
く
に
」
以
下
の
表
現
の
特
異
さ
が
際
立
つ
。

「
人
の
嘆
き
」
の
「
人
」
が
、
自
分
と
直
接
関
わ
る
人
例
え
ば
恋
の
相
手
な
ど
の
意
味
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
民
人
の
意
味
合
い
で
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
伝
統
的
で
は
な
い
。
実
朝
の
「
塔
を
組
み
堂
を
造
る
も
人
の
嘆
き
懺
悔
に
ま
さ
る
功
徳
や
は
あ
る
」（
金
槐
集
定

家
所
伝
本
・
雑
・
懺
悔
歌
・
六
一
六
）
の
「
人
の
嘆
き
」
に
通
じ
る
の
で
あ
る
。
両
首
の
主
旨
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

　

後
出
だ
が
、
類
想
の
一
首
に
「
身
の
愁
へ
人
の
嘆
き
も
か
ず
か
ず
に
さ
も
定
め
な
く
見
つ
る
夢
か
な
」（
続
門
葉
集
・
雑
下
・
な
げ
く

事
侍
り
け
る
比
、
又
僧
正
親
玄
母
の
い
と
ま
に
て
籠
り
け
る
に
申
し
つ
か
は
し
侍
り
け
る
・
八
六
四
・
法
印
静
運
）
が
あ
る
。
自
身
の
愁

え
や
人
の
嘆
き
の
多
さ
が
、
無
常
に
世
の
中
に
見
る
夢
だ
と
す
る
、
こ
の
歌
に
比
べ
て
み
て
も
、
道
理
の
無
い
世
の
中
で
他
人
の
嘆
き
を

自
分
の
憂
え
と
す
る
泰
時
の
歌
に
は
、
世
上
に
評
価
が
高
い
執
権
泰
時
の
意
思
と
人
と
な
り
が
窺
わ
れ
る
。
→
２
。



五
〇

⑤
新
後
撰
集　

後
宇
多
院
下
命
。
二
条
為
世
撰
。
嘉
言
元
年
（
一
三
〇
三
）
十
二
月
十
九
日
奏
覧
。
位
署
「
平
泰
時
朝
臣
」。
書
陵
部
蔵

二
十
一
代
集
本
（
五
一
〇
・
一
三
。
兼
右
本
）。

15　

思お
も

ふ
に
は
深ふ

き

き
山
路ち

も
な
き
も物の
を
心
の
外
に
な
に
尋た

つ

ぬ
ら
ん
（
新
後
撰
集
・
雑
中
・
題
し
ら
ず
・
一
三
七
〇
）

訳　

思
う
（
心
の
中
）
に
は
、（
迷
う
よ
う
な
）
深
い
山
路
も
な
い
の
に
、（
す
べ
て
世
の
中
は
心
で
あ
る
は
ず
の
）
心
以
外
に
ど
う
し

て
探
し
尋
ね
る
の
だ
ろ
う
か
。（
た
だ
心
を
追
尋
す
れ
ば
よ
い
の
だ
）。

　
「
散
る
花
も
惜
し
ま
ば
と
ま
れ
世
の
中
は
心
の
外
の
物
と
や
は
聞
く
」（
後
拾
遺
集
・
釈
教
・
三
界
唯
一
心
・
一
一
九
一
・
伊
世
中
将
）

を
本
歌
に
す
る
と
見
る
。『
後
拾
遺
集
』
の
み
入
集
の
歌
人
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
９
に
記
述
し
た
こ
と
に
準
じ
て
考

え
た
い
。
と
す
れ
ば
、『
華
厳
経
』
が
説
く
「
三
界
唯
一
心
」
即
ち
、
一
切
衆
生
が
生
死
輪
廻
す
る
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
全
世
界
は
、

悉
く
心
が
作
り
為
し
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
一
心
か
ら
現
出
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
思
想
を
踏
ま
え
た
雑
歌
と
し

て
、
釈
教
の
趣
が
強
い
述
懐
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
む
し
ろ
、
こ
の
泰
時
詠
に
は
、
道
歌
へ
の
傾
き
も
読
み
取
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
よ
う
に
こ
の
『
後
拾
遺
集
』
歌
を
踏
ま
え
た
と
思
し
い
、「
思
ひ
入
れ
ば
人
も
我
が
身
も
よ
そ
な
ら
ず
心
の
外
の
心

な
け
れ
ば
」（
続
古
今
集
・
釈
教
・
七
九
八
・
道
家
）
と
の
先
後
は
不
明
だ
が
、
こ
の
道
家
の
歌
は
、
事
前
事
後
に
関
わ
ら
ず
泰
時
の
視

野
に
入
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
深
き
山
路
」
の
詞
は
、
例
え
ば
「
入
り
し
よ
り
雪
さ
へ
深
き
山
路
か
な
跡
尋
ぬ
べ
き
人
も
な
き
身
に
」（
続
後
撰
集
・
雑
上
・
大
峰
に

て
よ
み
侍
り
け
る
・
一
〇
九
九
・
行
尊
）
の
よ
う
に
、
修
行
者
が
求
道
に
分
け
入
る
所
の
印
象
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
意
識
し
て
用
い
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

五
一

　

後
出
の
「
二
つ
な
き
心
の
外
を
尋
ぬ
と
て
あ
ら
ぬ
道
に
は
迷
ふ
な
り
け
り
」（
閑
月
集
・
釈
教
・
釈
教
歌
の
中
に
五
二
九
・
前
大
僧
正

仙
朝
）
や
「
お
ろ
か
に
ぞ
心
の
外
を
尋
ぬ
と
て
う
へ
な
き
道
に
な
ほ
迷
ひ
ぬ
る
」（
雅
世
集
・
尺
教
・
六
九
二
）
は
、
泰
時
の
歌
と
同
じ

主
旨
を
詠
じ
た
同
工
異
曲
と
言
っ
て
よ
い
。

⑥
玉
葉
集　

伏
見
院
下
命
。
京
極
為
兼
撰
。
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
三
月
二
十
八
日
奏
覧
、
同
二
年
（
一
三
一
三
）
十
月
完
成
。
位
署

「
平
泰
時
朝
臣
」。
書
陵
部
蔵
二
十
一
代
集
本
（
五
一
〇
・
一
三
。
兼
右
本
）。

16　

年
を
経へ

て
花
の
都
の
春
に
逢あ

ひ
て
風
を
心
に
任ま

か

せ
て
し
か
な
（
玉
葉
集
・
雑
一
・
一
八
九
七
。
万
代
集
・
春
下
・
題
不
知
・

二
八
一
、
三
句
「
春
に
逢
ひ
ぬ
」
五
句
「
任
せ
て
も
が
な
」）

訳　

長
い
年
月
を
経
て
、
花
の
都
の
花
咲
く
春
に
逢
っ
て
、
花
を
散
ら
す
風
を
自
分
の
心
の
思
う
に
任
せ
た
い
し
、
私
の
風
邪
も
思
い

の
ま
ま
に
任
せ
て
治
し
た
い
も
の
だ
。

　

詞
書
は
「
都み

や
こ

に
住す

み
侍
り・

け
る
弥や

よ
ひ生

の
比
、
こ
の
程
風
心
ち
侍
る・

よ
し
、
人
の
も
と
へ
申
し・

つ
か
は
し
け
る
つ
い
で
に
、
書か

き
添そ

へ

侍
り・

け
る
」。
意
味
は
「
都
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
三
月
頃
、
最
近
風
邪
気
味
で
あ
り
ま
す
旨
を
、
人
の
許
へ
申
し
て
や
っ
た
つ
い
で
に
、

書
き
添
え
ま
し
た
（
歌
）」
と
い
う
こ
と
。「
人
」
は
、「
返
し
」
の
作
者
「
蓮
生
法
師
」
即
ち
宇
都
宮
頼
綱
を
言
う
。
泰
時
は
、
承
久
三

年
（
一
二
二
一
）
の
承
久
の
乱
に
際
し
て
、
幕
府
軍
の
総
大
将
と
し
て
五
月
二
十
二
日
に
鎌
倉
を
発
ち
、
六
月
十
五
日
に
は
京
都
を
制
圧

す
る
。
そ
の
後
泰
時
は
六
波
羅
の
北
方
に
留
ま
り
（
南
方
は
時
房
）、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
戦
後
処
理
の
過
程
で
設
置
の
六
波
羅
探
題
の
北

方
と
な
り
、
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
六
月
十
三
日
の
父
義
時
の
急
死
で
同
月
二
十
六
日
に
鎌
倉
に
戻
る
ま
で
、
京
都
に
在
っ
た
（
以
上

吾
妻
鏡
等
）。
従
っ
て
、
該
歌
は
恐
ら
く
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
か
同
三
年
（
一
二
二
四
）
の
三
月
の
作
で
あ
ろ
う
。



五
二

　
「
花
の
都
」
は
、
都
を
誉
め
讃
え
て
言
い
、
弥
生
に
桜
の
花
が
咲
く
都
の
意
が
重
な
る
。「
風
」
は
、
空
気
の
流
れ
の
意
に
、
詞
書
の

「
風
心
ち
」
か
ら
、
風
病
（
風
邪
）
の
意
が
掛
か
る
。

　

一
首
は
、「
山
高
み
見
つ
つ
我
が
来
し
桜
花
風
は
心
に
任
す
べ
ら
な
り
」（
古
今
集
・
春
下
・
八
七
・
貫
之
）
を
本
歌
に
取
っ
て
い
よ

う
。
微
か
に
狂
歌
の
趣
が
あ
ろ
う
が
、
春
の
花
の
歌
を
雑
の
人
事
詠
に
転
じ
て
、
古
歌
の
詞
を
取
り
心
を
新
し
く
す
る
定
家
本
歌
取
り
説

の
考
え
方
に
は
沿
っ
て
い
よ
う
。

　

別
に
泰
時
は
、「
我
が
宿
の
桜
な
れ
ど
も
散
る
時
は
心
に
え
こ
そ
任
せ
ざ
り
け
れ
」（
詞
花
集
・
春
・
四
一
・
花
山
院
）
も
意
識
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
初
二
句
の
先
行
類
例
に
は
「
年
を
経
て
花
の
都
に
住
む
か
ひ
は
卯
月
の
忌
み
に
も
れ
ぬ
な
り
け
り
」（
殷
富
門
院
大

輔
集
〔
続
群
書
類
従
本
〕・
一
〇
四
）
が
あ
る
。

　

宗
尊
の
「
年
を
経
て
身
に
添
ひ
な
が
ら
恋
し
き
は
花
の
都
の
春
の
面
影
」（
中
書
王
御
詠
・
春
・
東
に
侍
り
し
時
、
春
歌
と
て
・
三
二
）

に
は
、
泰
時
の
歌
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

参
考
ま
で
に
、「
蓮
生
法
師
」
の
「
返
し
」「
吹
く・

風
も
君
が
心
に
任ま

か

せ
て
は
都み

や
こ

の
ど
け
き
花
を
こ
そ
見み

め
」（
一
八
九
八
）
を
読
ん
で

お
く
。
歌
意
は
「
花
を
吹
く
風
も
風
邪
も
、
あ
な
た
の
心
の
思
う
に
任
せ
て
い
れ
ば
（
静
ま
っ
て
）、
都
は
の
ど
か
で
、
そ
の
う
ら
ら
か

な
花
を
見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。」
と
い
う
こ
と
。
こ
の
「
風
」
も
、
贈
歌
を
承
け
、
空
気
の
流
れ
の
意
と
風
病
の
意
の
掛
詞
。「
都
の
ど
け

き
花
」
は
、「
都
の
ど
け
き
」
か
ら
「
の
ど
け
き
花
」
へ
鎖
る
。

　

こ
の
歌
は
、
桜
を
吹
く
風
の
静
謐
と
泰
時
の
風
邪
の
平
癒
祈
願
に
寄
せ
て
、「
吹
く
風
」
に
承
久
の
乱
を
、「
都
の
ど
け
き
」
に
戦
後
の

平
穏
を
寓
意
し
て
、
乱
に
軍
功
を
挙
げ
、
六
波
羅
に
駐
留
し
て
都
を
治
安
し
た
泰
時
へ
の
祝
意
を
表
そ
う
と
し
た
一
首
で
あ
ろ
う
。

　

蓮
生
頼
綱
は
、
こ
の
時
京
都
の
嵯
峨
に
在
っ
た
と
思
し
い
。
頼
綱
が
、
嵯
峨
に
隠
遁
す
る
き
っ
か
け
は
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
閏

七
月
の
い
わ
ゆ
る
牧
氏
の
変
で
あ
っ
た
。
頼
綱
の
岳
父
北
条
時
政
と
、
そ
の
妻
で
頼
綱
の
姑
に
当
た
る
牧
の
方
と
が
、
三
代
将
軍
源
実
朝



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

五
三

の
殺
害
を
謀
っ
た
と
さ
れ
る
。
時
政
女
政
子
と
男
義
時
に
よ
り
実
朝
は
庇
護
さ
れ
、
こ
の
企
て
は
失
敗
し
、
時
政
と
牧
の
方
は
出
家
し
て

伊
豆
北
条
に
退
隠
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
変
事
に
、
頼
綱
自
身
も
謀
反
の
嫌
疑
を
掛
け
ら
れ
た
。
曲
折
が
あ
り
追
討
を
免
れ
た
頼
綱
は
、
謀

反
の
意
な
き
こ
と
を
陳
述
し
て
八
月
十
六
日
に
下
野
で
一
族
郎
党
六
十
余
人
と
共
に
出
家
し
、
な
お
も
十
九
日
に
鎌
倉
で
北
条
義
時
に
献

髷
し
て
陳
謝
の
意
を
示
し
た
。
そ
の
後
は
、
京
都
の
嵯
峨
山
荘
に
隠
棲
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
法
然
の
弟
子
証
空
に
師
事
し
、
豊
富

な
財
力
を
以
て
、
京
都
周
辺
や
下
野
の
寺
院
堂
舎
の
修
復
・
建
立
に
寄
与
し
た
ら
し
い
。
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
の
承
久
の
乱
の
際
に

頼
綱
は
、
義
時
以
下
と
同
じ
く
「
宿
老
」
と
し
て
、
上
洛
せ
ず
鎌
倉
に
留
ま
り
守
っ
て
い
て
、
戦
後
に
功
績
で
伊
予
国
守
護
職
を
付
与
さ

れ
て
い
る
。
御
家
人
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
承
久
の
乱
の
後
に
は
、
京
都
に
戻
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
に
は
嵯

峨
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑦
続
千
載
集　

後
宇
多
法
皇
下
命
。
二
条
為
世
撰
。
文
保
三
年
（
一
三
一
九
）
四
月
十
九
日
四
季
部
奏
覧
、
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
七

月
二
十
五
日
返
納
。
位
署
「
平
泰
時
朝
臣
」。
書
陵
部
蔵
二
十
一
代
集
本
（
五
一
〇
・
一
三
。
兼
右
本
）。

17　

も
ろ
こ
し
の
浪
路
分わ

け
行
く・

舟
人
は
心こ

ゝ
ろ

残の
こ

ら
ぬ
月
や
見み

る
ら
ん
（
続
千
載
集
・
秋
下
・
秋
歌
の
中
に
・
四
九
〇
。
雲
葉
集
・
秋
中
・

題
し
ら
ず
・
五
六
七
）

訳　

唐
土
ま
で
の
波
路
を
分
け
て
行
く
舟
人
は
、
心
残
り
も
な
く
月
を
見
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
遥
か
な
る
も
ろ
こ
し
ま
で
も
行
く
も
の
は
秋
の
寝
覚
め
の
心
な
り
け
り
」（
千
載
集
・
秋
下
・
三
〇
二
・
大
弐
三
位
。
続
詞
花
集
・
秋

下
・
二
五
七
。
大
弐
三
位
集
・
四
三
。
定
家
八
代
抄
・
三
九
八
）
の
影
響
下
に
あ
る
一
首
で
あ
ろ
う
。
よ
り
直
接
に
は
、
こ
の
大
弐
三
位

の
歌
に
拠
っ
た
定
家
の
、「
心
の
み
も
ろ
こ
し
ま
で
も
浮
か
れ
れ
つ
つ
夢
路
に
遠
き
月
の
頃
か
な
」（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
三
・



五
四

一
三
九
七
・
定
家
。
拾
遺
愚
草
・
一
〇
四
七
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
四
一
一
）
や
「
心
こ
そ
も
ろ
こ
し
ま
で
も
あ
く
が
る
れ
月
は
見
ぬ
世

の
し
る
べ
な
ら
ね
ど
」（
拾
遺
愚
草
・
初
学
百
首
・
秋
・
四
一
）
に
刺
激
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
泰
時
が
、
定

家
の
歌
に
特
に
目
を
向
け
て
い
た
可
能
性
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
浪
路
分
け
行
く
舟
人
」
や
「
心
残
ら
ぬ
月
」
は
、
平
易
な
語
彙
の
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
歌
詞
と
し
て
は
伝
統
的

で
は
な
く
、
ま
た
後
出
例
も
見
な
い
。
特
に
「
心
残
ら
ぬ
月
」
は
、
月
が
行
く
遙
か
な
西
方
の
「
も
ろ
こ
し
」
ま
で
の
「
浪
路
」
な
の
だ

か
ら
、
そ
こ
を
「
分
け
行
く
舟
人
は
」
は
、
さ
ぞ
心
残
り
も
な
く
月
を
見
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
素
朴
な
理
屈
立
て
を
言
っ
た
措
辞
な

の
で
あ
ろ
う
。
武
士
歌
人
泰
時
の
詠
み
ぶ
り
の
一
面
で
あ
る
。
藤
原
基
家
が
『
雲
葉
集
』
に
撰
歌
し
た
の
は
、
泰
時
の
鎌
倉
幕
府
執
権
と

し
て
の
地
位
を
度
外
視
し
て
歌
の
み
を
評
価
し
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
後
年
に
二
条
為
世
が
『
続
千
載
集
』
に
撰
入
し
た
こ

と
は
、『
雲
葉
集
』
採
録
歌
へ
の
評
価
の
側
面
が
よ
り
強
い
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
宗
尊
の
「
は
る
か
な
る
も
ろ
こ
し
舟
の
波
路
に
も
同
じ
国
と
や
月
を
見
る
ら
む
」（
柳
葉
集
・
巻
一
・
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
・

雑
・
六
〇
）
に
、
泰
時
の
こ
の
歌
が
影
響
を
与
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑧
続
後
拾
遺
集　

後
醍
醐
天
皇
下
命
。
二
条
為
定
撰
。
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
十
二
月
十
八
日
奏
覧
（
四
季
部
）、
嘉
暦
元
年

（
一
三
二
六
）
六
月
九
日
返
納
。
位
署
「
平
泰
時
朝
臣
」。
書
陵
部
蔵
二
十
一
代
集
本
（
五
一
〇
・
一
三
。
兼
右
本
）。

18　

露
深ふ

か

く
忍
び・

し
も物の
を
篠し

の

薄す
ゝ
き

ほ
に
出
で・

に
け
る
我わ

が
思
ひ
か
な
（
続
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
題
し
ら
ず
・
六
八
五
）

　

訳　

�

露
が
深
く
（
置
く
篠
薄
）、
そ
れ
な
ら
ず
深
く
忍
ん
で
い
た
の
に
、
篠
薄
の
穂
が
出
る
よ
う
に
、
ほ
に
出
て
表
に
現
れ
て
し
ま
っ



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

五
五

た
、
私
の
恋
の
思
い
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

　
「
露
深
く
」
か
ら
「
深
く
」
を
重
ね
て
「
深
く
忍
び
し
も
の
を
」
へ
鎖
る
。「
篠
薄
」
は
、
ま
だ
穂
が
出
て
い
な
い
薄
で
、「
穂
」
と

「
秀
」
の
掛
詞
で
「
ほ
に
出
で
に
け
る
」（
人
目
に
つ
く
よ
う
に
外
に
現
れ
て
し
ま
っ
た
の
意
）
を
起
こ
す
。

　

一
首
は
、「
篠
薄
忍
び
も
あ
へ
ぬ
心
に
て
今
日
は
ほ
に
出
づ
る
秋
と
知
ら
な
ん
」（
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
一
九
・
輔
親
）
を
踏
ま
え

る
。
深
津
睦
夫
『
続
後
拾
遺
集
』（
明
治
書
院
和
歌
文
学
大
系
、
平
九
・
九
）
は
、
こ
れ
を
「
参
考
」
と
し
て
挙
げ
る
。
本
歌
と
見
て
も

よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

同
じ
歌
を
本
歌
に
し
た
歌
に
は
、
後
鳥
羽
院
の
「
秋
風
の
吹
き
に
し
日
よ
り
篠
薄
忍
び
も
あ
へ
ず
ほ
に
出
で
に
け
り
」（
正
治
後
度
百

首
・
秋
・
草
花
・
二
八
）
や
範
宗
の
「
風
も
な
ほ
下
に
忍
び
し
篠
薄
ほ
に
出
で
ぬ
秋
の
夕
月
夜
か
な
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
秋
・
早
秋
・

五
五
二
）
が
あ
る
。
そ
の
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
の
同
題
詠
に
は
、
但
馬
の
「
夏
草
に
忍
び
し
も
の
を
鈴
虫
の
ふ
り
出
で
て
な
く
秋
は
来

に
け
り
」（
秋
・
早
秋
・
五
九
五
）
も
あ
っ
て
、
泰
時
詠
が
後
出
な
ら
ば
、「
忍
び
し
も
の
を
」
の
用
詞
を
こ
れ
に
学
ん
だ
可
能
性
は
あ
ろ

う
。
な
お
、
関
東
祗
候
の
廷
臣
藤
原
顕
氏
の
「
さ
の
み
よ
も
忍
び
は
果
て
じ
篠
薄
今
は
ほ
に
出
で
て
か
く
と
知
ら
せ
よ
」（
宗
尊
親
王

百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
恋
・
二
四
三
・
顕
氏
。
従
二
位
顕
氏
集
・
将
軍
家
御
歌
合　

弘
長
元
年
七
月
七
日
・
恋
・
九
、
結
局
「
か
く
と
」

知
ら
せ
む
」）
も
、
同
じ
く
『
後
拾
遺
集
』
の
輔
親
の
歌
の
本
歌
取
り
で
あ
ろ
う
。

⑩
新
千
載
集　

後
光
厳
天
皇
下
命
。
二
条
為
定
撰
。
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
四
月
二
十
八
日
四
季
部
奏
覧
。
十
二
月
二
十
五
日
返
納
。

位
署
「
平
泰
時
朝
臣
」。
書
陵
部
蔵
二
十
一
代
集
本
（
五
一
〇
・
一
三
。
兼
右
本
）。

19　

時
鳥
人
づ
て
に
の
み
聞
く・

頃こ
ろ

は
身
の
数
な
ら
ぬ
音ね

こ
そ
な
か
る
れ
（
新
千
載
集
・
夏
・
人
伝
郭
公
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
・



五
六

二
二
七
。
題
林
愚
抄
・
夏
上
・
人
待
郭
公
・
新
千
・
一
九
四
〇
）

訳　

時
鳥
（
の
鳴
い
た
こ
と
）
を
、
人
づ
て
に
ば
か
り
聞
く
時
分
は
、
時
鳥
が
声
を
上
げ
て
鳴
く
な
ら
ず
、
も
の
の
数
に
も
入
ら
な
い

こ
の
身
の
声
を
上
げ
て
、
つ
い
泣
い
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

　
「
人
伝
郭
公
」
は
、『
為
忠
家
後
度
百
首
』
で
設
け
ら
れ
た
題
で
、
勅
撰
集
に
は
こ
の
泰
時
の
歌
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

　
「
人
づ
て
」
に
「
聞
」
く
「
時
鳥
」
は
、「
さ
夜
ふ
け
て
寝
覚
め
ざ
り
せ
ば
郭
公
人
づ
て
に
こ
そ
聞
く
べ
か
り
け
れ
」（
拾
遺
集
・
夏
・

一
〇
四
・
忠
見
。
内
裏
歌
合
天
徳
四
年
・
郭
公
・
二
八
。
和
漢
朗
詠
集
・
夏
・
郭
公
・
一
八
五
）
が
古
く
、
泰
時
詠
も
こ
の
延
長
上
に
位

置
付
け
ら
れ
る
。「
鳴
か
る
れ
」
と
「
泣
か
る
れ
」
を
掛
け
た
、「
時
鳥
」
の
「
音
こ
そ
な
か
る
れ
」
は
、
同
じ
『
拾
遺
集
』
に
「
来
ぬ
人

を
ま
つ
ち
の
山
の
郭
公
同
じ
心
に
音
こ
そ
な
か
る
れ
」（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
二
〇
・
読
人
不
知
）
が
あ
っ
て
、
泰
時
は
こ
れ
に
拠
っ
て

い
よ
う
か
。

　
「
人
づ
て
に
の
み
」
は
「
越
え
ぬ
間
は
吉
野
の
山
の
桜
花
人
づ
て
に
の
み
聞
き
渡
る
か
な
」（
古
今
集
・
恋
二
・
五
八
八
・
貫
之
）、「
身

の
数
な
ら
ぬ
」
は
「
逢
ふ
こ
と
の
年
ぎ
り
し
ぬ
る
な
げ
き
に
は
身
の
数
な
ら
ぬ
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
」（
後
撰
集
・
雑
三
・
一
一
九
七
・

清
和
院
君
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
拠
で
、
泰
時
は
こ
れ
ら
に
学
ん
だ
と
思
し
い
。

　

と
す
れ
ば
、
一
首
全
体
に
三
代
集
歌
に
負
っ
た
詠
作
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
下
句
に
述
懐
性
が
漂
う
と
こ
ろ
に
、
特
徴

を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
14
の
歌
に
近
い
述
懐
だ
と
す
れ
ば
、「
身
の
数
な
ら
ぬ
音
こ
そ
な
か
る
れ
」
は
、
お
の
れ
一
人
の
身

の
不
遇
の
詠
嘆
と
い
う
よ
り
は
、
世
上
の
理
不
尽
に
対
し
て
無
力
な
自
分
の
慨
嘆
と
読
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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風
ま
ぜ
に
み
雪
降ふ

り
頻し

く
山
里さ

と

の
あ
さ
の
狭さ

衣こ
ろ
もい

か
に
冴さ

ゆ
ら
ん
（
新
千
載
集
・
雑
上
・
一
八
二
九
）



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

五
七

訳　

風
ま
じ
り
に
雪
が
頻
り
に
降
る
（
あ
な
た
の
住
む
）
山
里
の
朝
の
、（
あ
な
た
の
著
る
）
麻
の
狭
衣
は
、
ど
れ
ほ
ど
冷
た
く
冴
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
新
古
今
集
』
の
「
風
ま
ぜ
に
雪
は
降
り
つ
つ
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
き
春
は
来
に
け
り
」（
春
上
・
八
・
読
人
不
知
。
原
歌
万
葉
集
・

巻
十
・
春
雜
歌
・
一
八
三
六
・
作
者
未
詳
、
初
句
「
風
交
じ
り
」
結
句
「
春
さ
り
に
け
り
」）
を
本
歌
と
す
る
。
里
人
の
常
用
す
る
麻
衣

の
「
麻
の
狭
衣
」
の
句
も
、
勅
撰
集
で
は
『
新
古
今
集
』（
四
七
九
・
宮
内
卿
、
一
一
〇
八
・
良
経
）
が
初
例
と
な
る
。
泰
時
歌
は
、「
山

里
の
朝
」
か
ら
「
あ
さ
」
を
掛
詞
に
「
麻
の
狭
衣
」
へ
鎖
る
。

　

詞
書
は
「
藤
原
基
綱
山
里さ

と

に
侍
り・

け
る
に
、
申
し・

つ
か
は
し
け
る
」
と
あ
る
。「
藤
原
基
綱
」
は
、
有
力
御
家
人
後
藤
基
綱
の
こ
と
。

基
綱
は
、
断
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
生
ま
れ
、
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
十
一
月
二
十
八
日
に
七
十
六
歳
で
没
し
た
。
承
久
の
乱
で
袂

を
分
か
っ
た
実
父
基
清
を
自
ら
断
首
し
て
、
自
身
と
後
藤
家
の
鎌
倉
幕
府
に
於
け
る
地
位
を
保
全
し
た
の
で
あ
る
。
泰
時
は
、
後
藤
基
綱

よ
り
二
歳
年
少
で
あ
る
。
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
十
二
月
の
水
争
い
に
よ
る
興
福
寺
衆
徒
の
蜂
起
に
、
執
権
と
し
て
断
固
た
る
態
度

（「
御
成
敗
之
趣
」）
で
臨
ん
だ
泰
時
の
先
兵
は
、
検
非
違
使
に
任
じ
て
い
た
基
綱
で
あ
っ
た
。
基
綱
は
、
こ
れ
を
話
し
合
い
（「
問
答
」）

で
無
事
に
収
め
て
そ
の
功
に
よ
り
賞
さ
れ
た
。
基
綱
は
、
そ
の
他
に
も
三
浦
と
小
山
の
争
闘
を
鎮
撫
す
る
な
ど
泰
時
執
権
下
の
治
安
維
持

の
役
目
を
担
い
、
ま
た
恩
沢
奉
行
等
の
重
責
に
も
任
じ
て
お
り
、
将
軍
は
も
と
よ
り
執
権
家
の
信
任
も
厚
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

そ
の
基
綱
の
「
返
し
」
は
、「
思
へ
た
だゝ
さ
ら
で
も
冴さ

ゆ
る
山
お
ろ
し
に
雪
を
重
ぬ
る
麻あ

さ

の
衣こ

ろ
も

手
」（
一
八
三
〇
）
で
あ
る
。「
い
か
に

冴
ゆ
ら
ん
」
と
問
い
か
け
ら
れ
た
基
綱
は
、「
風
」
を
「
山
お
ろ
し
」
に
具
体
化
し
て
、「
山
里
」
に
吹
く
「
山
お
ろ
し
」
に
「
雪
」
が
加

わ
っ
た
「
冴
」
え
を
訴
え
る
。「
雪
を
重
ぬ
る
」
は
、「
山
お
ろ
し
に
」
を
承
け
つ
つ
「
麻
の
衣
手
」
に
も
か
か
り
、
麻
の
衣
の
袖
に
雪
が

重
ね
置
い
た
さ
ま
を
言
う
。
一
首
の
意
味
は
、「
た
だ
思
い
や
っ
て
み
て
く
れ
、
そ
う
で
な
く
て
も
冷
た
く
冴
え
る
山
か
ら
吹
き
お
ろ
す



五
八

風
に
、
降
り
こ
む
雪
を
そ
の
上
に
重
ね
る
（
粗
末
な
）
麻
の
衣
の
袖
を
。」
と
い
う
こ
と
。

　

こ
の
贈
答
は
、
実
体
験
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
修
辞
上
の
誇
張
は
あ
る
に
せ
よ
、
完
全
な
虚
構
と
い
う
よ
り
は
、「
山
里
」
と
見
な

さ
れ
る
場
所
に
基
綱
が
居
し
て
い
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
贈
答
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
「
山
里
」
は
何
処
で
あ
ろ

う
か
。
泰
時
は
承
久
の
乱
に
際
し
て
西
上
し
て
六
波
羅
に
駐
在
し
、
基
綱
も
従
軍
し
た
の
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
時
に
京
都
で
か
か
る
贈

答
が
交
わ
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
泰
時
は
、
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
六
月
十
三
日
の
父
義
時
の
死
去
に
よ
り
鎌
倉
に
帰
還
し
て

二
十
八
日
に
は
執
権
職
を
継
ぐ
が
、
一
方
で
そ
の
後
も
職
責
上
西
上
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
基
綱
が
、
京
洛
近
く
の
山
里
に
居
室
を
有
し

て
い
た
可
能
性
は
絶
無
で
は
な
い
。
し
か
し
、
在
鎌
倉
の
泰
時
と
の
間
に
、
雪
ま
じ
り
の
風
の
天
気
を
機
縁
と
し
た
贈
答
は
成
立
し
得
な

い
で
あ
ろ
う
。
基
綱
の
鎌
倉
の
居
館
は
鶴
岡
八
幡
の
東
方
の
大
倉
に
在
り
、
度
々
将
軍
以
下
を
招
じ
た
雅
宴
・
文
事
が
催
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
は
、「
此
所
素
属
二
山
陰
一
。
閑
寂
幽
棲
也
。
加
レ
之
紅
葉
緑
松
交
レ
枝
之
体
。
黄
菊
青
苔
帯
レ
露
之
粧
。
感
荷
非
レ
一
。」（
吾
妻
鏡
）
と

評
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
を
「
山
里
」
と
見
な
し
た
上
で
の
贈
答
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
ら
信
任
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
基
綱
に
対
し
て
、
寒
さ
を
気
遣
う
泰
時
の
歌
と
い
う
こ
と
は
動
か
な
い
。
そ
こ
に
泰

時
の
人
と
な
り
を
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
西
行
の
血
筋
に
連
な
り
風
雅
の
人
で
も
あ
る
基
綱
と
の
間
で
本
歌
を
共

有
し
た
い
と
い
う
、
泰
時
の
歌
人
と
し
て
の
欲
求
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

⑪
新
拾
遺
集　

後
光
厳
天
皇
下
命
。
二
条
為
明
撰
・
頓
阿
完
成
。
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
四
月
二
十
日
四
季
六
巻
奏
覧
。
同
年
十
月

二
十
七
日
為
明
死
去
、
十
二
月
返
納
。
位
署
「
平
泰
時
朝
臣
」。
書
陵
部
蔵
二
十
一
代
集
本
（
五
一
〇
・
一
三
。
兼
右
本
）。
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あ
は
れ
な
り
海あ

ま人
の
ま
て
か
た
暇い

と
まな

み
誰
も
さ
て
こ
そ
世よ

は
尽つ

く
せ
ど
も
（
新
拾
遺
集
・
雑
中
・ 

題
し
ら
ず
・
一
七
三
八
）



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

五
九

訳　

哀
れ
に
切
な
い
こ
と
だ
。
海
人
の
両
手
両
肩
が
休
む
間
も
無
く
て
、
誰
も
皆
そ
う
や
っ
て
一
生
涯
を
終
え
る
の
だ
け
れ
ど
も
。

　
「
伊
勢
の
海
の
海
人
の
ま
て
か
た
暇
な
み
長
ら
へ
に
け
る
身
を
ぞ
恨
む
る
」（
後
撰
集
・
恋
五
・
九
一
六
・
源
英
明
）
を
本
歌
に
す
る
。

同
時
に
、「
白
波
の
寄
す
る
る
渚
に
世
を
尽
く
す
海
人
の
子
な
れ
ば
宿
も
定
め
ず
」（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
七
〇
三
・
読
人
不
知
）
に
も

依
拠
し
て
い
て
、
両
首
を
本
歌
に
取
り
併
せ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

初
句
に
「
あ
は
れ
な
り
」
を
置
く
こ
と
は
古
く
か
ら
あ
る
が
、
勅
撰
集
で
は
『
新
古
今
集
』
が
初
め
て
で
あ
る
。
泰
時
詠
は
、
そ
れ
に

適
応
し
て
い
る
と
言
え
る
。「
ま
て
か
た
」
は
未
詳
だ
が
、「
真
手
肩
」、
即
ち
左
右
両
方
の
手
と
肩
の
こ
と
か
と
す
る
現
行
説
に
従
う
。

　

実
朝
の
「
世
の
中
は
つ
ね
に
も
が
も
な
渚
漕
ぐ
海
人
の
を
舟
の
綱
手
か
な
し
も
」（
新
勅
撰
集
・
羈
旅
・
五
二
五
。
金
槐
集
・
雑
・
舟
・

六
〇
四
）
に
通
う
趣
が
あ
る
。
そ
の
主
調
は
、
海
人
に
代
表
さ
れ
る
民
人
へ
の
深
い
情
け
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
実
朝
の
歌
に
は

従
来
も
参
考
歌
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、「
あ
は
な
り
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
浪
の
上
に
う
き
世
を
渡
る
海
人
の
釣
舟
」（
正
治
後
度
百
首
・

雑
・
海
辺
・
五
八
〇
・
家
長
）
や
「
あ
は
れ
な
り
い
か
に
す
る
が
の
田
子
の
浦
の
海
人
の
し
わ
ざ
と
見
る
も
は
か
な
き
」（
明
日
香
井
集
・

大
和
多
の
浦
に
て
、
海
人
を
見
て
・
一
五
三
一
）
な
ど
、
新
古
今
歌
人
達
の
「
あ
は
れ
な
り
」
を
初
句
に
置
い
て
「
海
人
」
あ
る
い
は
そ

の
「
舟
」
を
詠
嘆
す
る
歌
々
を
前
景
に
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
と
す
れ
ば
、
実
朝
の
歌
と
泰
時
の
歌
と
の
距
離
は
よ
り
近

い
と
言
え
る
。

二
、
北
条
泰
時
の
現
存
歌
を
読
む
Ⅱ
―
私
撰
集
他

　

引
き
続
き
、
私
撰
集
所
収
の
泰
時
の
歌
を
順
次
読
ん
で
ゆ
く
。『
万
代
集
』
所
収
歌
（
二
八
一
）
は
16
、『
雲
葉
集
』
所
収
歌

（
五
六
七
、
八
六
四
、
九
七
二
）
は
17
、
７
、
８
、『
六
華
集
』
所
収
歌
（
五
八
、
一
二
六
一
、
一
五
四
九
）
は
34
、
７
、
８
、『
題
林
愚



六
〇

抄
』
所
収
歌
（
一
九
四
〇
、
五
二
九
二
）
所
収
歌
は
19
、
９
、『
六
花
集
注
』
所
収
歌
（
一
七
）
は
34
、
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

家
集
『
明
恵
上
人
集
』
所
収
歌
（
一
二
七
）
は
11
、
説
話
集
『
古
今
著
聞
集
』
所
収
歌
（
七
）
は
２
、
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

⑫
東
撰
六
帖　

後
藤
基
政
撰
。
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
十
一
月
十
日
～
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
九
月
二
十
八
日
。
位
署
第
一
「
平
泰

時
朝
臣
」、
抜
粋
本
「
平
泰
時
」（
三
）「
泰
時
」（
他
）。
第
一
・
春
の
み
の
零
本
と
、
第
一
～
四
・
四
季
各
部
の
抜
粋
本
が
現
存
。
前
者

は
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
（
一
二
九
・
一
九
。
歌
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
番
号
）。
後
者
は
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
本
（
国
文

学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
デ
ー
タ
に
拠
る
）、
福
田
秀
一
「
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
／
中
川
文
庫
本
「
東
撰
和
歌
六
帖
」（
解
説

と
翻
刻
）」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
二
、
昭
五
一
・
三
）
の
翻
印
参
照
。
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鶯
う
く
ひ
すの

古
巣
に
い
か
で
告つ

げ
や
ら
む
ま
だ
冬
な
が
ら
春
は
立
ち
ぬ
と
（
東
撰
六
帖
・
第
一
・
春
・
立
春
・
三
。
抜
粋
本
・
三
）

訳　

鶯
の
古
巣
に
ど
う
や
っ
て
告
げ
て
や
ろ
う
か
。
ま
だ
（
年
内
十
二
月
の
）
冬
な
が
ら
、
既
に
春
は
立
っ
て
し
ま
っ
た
と
。

　
「
冬
住
み
し
古
巣
は
雪
に
埋
も
れ
て
谷
の
鶯
春
と
告
ぐ
な
り
」（
堀
河
百
首
・
春
・
鶯
・
五
五
・
仲
実
）
を
本
歌
の
よ
う
に
踏
ま
え
て
い

よ
う
。
作
者
仲
実
は
『
金
葉
集
』
初
出
歌
人
で
、『
堀
河
百
首
』
の
歌
で
あ
る
の
で
、
本
歌
取
り
の
本
歌
と
は
見
な
い
で
お
く
。
真
観

『
簸
河
上
』
が
「
後
拾
遺
は
み
な
ほ
し
、
ひ
た
た
け
て
と
り
も
ち
ゐ
る
こ
と
に
な
ん
な
り
て
侍
り
。
金
葉
、
詞
花
も
さ
る
こ
と
ど
も
に
て

は
べ
る
め
れ
ば
、
く
る
し
か
る
ま
じ
き
こ
と
に
こ
そ
。
さ
れ
ど
も
、
三
代
集
の
歌
な
ど
の
や
う
に
本
と
す
る
ま
で
は
い
か
が
侍
る
べ
か
ら

ん
」
と
言
う
の
は
、
泰
時
没
後
の
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
夏
の
こ
と
で
、
そ
れ
も
定
家
の
三
代
集
歌
人
の
用
詞
を
拠
る
べ
き
古
歌
詞
と

す
る
所
説
を
援
用
し
、
三
代
集
の
後
の
勅
撰
集
の
所
収
歌
に
及
ぼ
し
た
言
説
で
は
あ
る
。
泰
時
没
後
で
も
未
だ
『
金
葉
集
』『
詞
花
集
』



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

六
一

（
の
当
代
歌
人
の
歌
）
は
本
歌
取
り
の
対
照
た
り
得
な
い
こ
と
を
、
関
東
歌
壇
の
指
導
的
立
場
の
歌
人
が
述
べ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
し
て
、

こ
れ
を
本
歌
取
り
と
認
定
す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
→
９
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
主
題
は
「
年
内
立
春
」
で
あ
ろ
う
が
、
一
首
に
は
、
谷
か
ら
鶯
を
誘
引
し
て
鳴
く
こ
と
を
促
す
よ
う
な
含
意
を
読

み
取
る
べ
き
で
あ
る
。「
冬
」「
春
」「
鶯
」
の
詠
み
併
せ
は
、
古
く
「
冬
ご
も
り
春
さ
り
来
ら
し
あ
し
ひ
き
の
山
に
も
野
に
も
鶯
鳴
く
も
」

（
万
葉
集
・
巻
十
・
春
雑
歌
・
一
八
二
四
・
作
者
未
詳
）
が
あ
る
が
、
こ
の
「
冬
ご
も
り
」
は
語
義
未
詳
で
「
春
」
の
枕
詞
で
あ
り
、「
鶯

鳴
く
も
」
と
言
っ
て
い
る
点
も
含
め
て
、
泰
時
詠
に
直
接
関
係
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
冬
な
が
ら
」
の
詞
に
つ
け
ば
、
そ
の
原
拠
は
「
冬

な
が
ら
空
よ
り
花
の
散
り
来
る
は
雲
の
あ
な
た
は
春
に
や
あ
る
ら
む
」（
古
今
集
・
冬
・
雪
の
降
り
け
る
を
よ
み
け
る
・
三
三
〇
・
深
養

父
）
に
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
冬
で
あ
る
こ
と
を
い
う
歌
で
あ
っ
て
、
や
は
り
泰
時
詠
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。
ま
た
、「
ま
だ
冬

な
が
ら
」
の
先
行
例
の
「
雪
降
れ
ば
い
や
高
山
の
梢
に
は
ま
だ
冬
な
が
ら
花
咲
き
に
け
り
」（
金
葉
集
・
冬
・
大
嘗
会
主
基
方
備
中
国
弥

高
山
を
よ
め
る
・
二
八
七
・
藤
原
行
盛
）
も
、
大
嘗
会
の
屛
風
歌
で
「
雪
」
を
「
花
」
に
見
立
て
る
冬
歌
な
の
で
同
様
で
あ
る
。

　

泰
時
の
一
首
と
主
意
を
同
じ
く
す
る
歌
の
古
い
例
と
し
て
は
、「（
十
二
月
）
廿
三
日
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人
之
宅
」
の
「
宴
歌
一

首
」
と
い
う
「
月
よ
め
ば
い
ま
だ
冬
な
り
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
く
春
は
立
ち
ぬ
と
か
」（
万
葉
集
・
巻
二
十
・
四
四
九
二
・
家
持
）
を

挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
泰
時
が
こ
の
歌
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

類
想
で
、
泰
時
詠
に
通
う
と
見
て
よ
い
歌
は
、
泰
時
没
後
の
『
宝
治
百
首
』
の
「
大
空
は
ま
だ
冬
な
が
ら
行
く
雲
に
年
を
こ
め
て
や
春

は
立
つ
ら
む
」（
春
・
歳
内
立
春
・
四
・
基
家
）
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
泰
時
の
歌
が
基
家
に
影
響
し
た
可
能
性
を
見
た
く
な
る
が
、
そ

れ
は
無
理
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
京
都
の
権
門
の
歌
想
を
、
鎌
倉
武
士
が
先
取
り
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
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滝
つ
瀬
の
玉
散ち

る
岸き

し

の
玉
柳
濡ぬ

れ
て
幾い

く

世
の
春
か
経へ

ぬ
ら
ん
（
東
撰
六
帖
・
第
一
・
春
・
柳
・
一
三
一
。「
世
」
は
底
本
「
せ世

」。



六
二

「
せ
」
の
字
母
は
「
世
」
で
、
漢
字
の
草
体
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
振
り
漢
字
で
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
か
）

訳　

滝
の
急
流
の
沸
き
返
る
水
の
玉
が
散
る
岸
に
生
え
る
玉
柳
は
、
濡
れ
て
い
っ
た
い
幾
世
の
春
が
過
ぎ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
奥
山
に
た
ぎ
り
て
落
つ
る
滝
つ
瀬
の
玉
散
る
ば
か
り
も
の
な
思
ひ
そ
」（
後
拾
遺
集
・
雑
六
・
神
祇
・
一
一
六
三
・
貴
船
明
神
）
を
本

歌
に
、「
滝
つ
瀬
の
玉
散
る
」
の
詞
を
取
っ
た
と
見
る
。
同
時
に
、「
青
柳
の
糸
に
玉
貫
く
白
露
の
知
ら
ず
幾
世
の
春
か
経
ぬ
ら
む
」（
新

古
今
集
・
春
上
・
七
五
・
有
家
）
に
倣
っ
て
い
よ
う
。

　
「
滝
つ
瀬
」
と
「
幾
世
」
の
詠
み
併
せ
は
珍
し
い
。
定
家
に
「
わ
き
返
り
落
つ
れ
ば
氷
る
滝
つ
瀬
の
下
に
く
だ
け
て
幾
世
経
ぬ
ら
ん
」

（
拾
遺
愚
草
・
恋
・
恋
歌
と
て
・
二
六
〇
五
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
恋
の
涙
を
比
喩
し
て
「
滝
つ
瀬
」
と
言
い
、
心
砕
け
て
幾
世
が
過

ぎ
た
か
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
、
泰
時
詠
に
直
接
の
関
係
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
岸
」
の
柳
が
「
幾
世
の
春
」
を
経
過
し
た
か
を

言
う
例
も
多
く
は
な
い
。
先
行
例
に
、「
岸
の
上
の
柳
は
い
た
く
老
い
に
け
り
幾
世
の
春
を
過
ぐ
し
来
ぬ
ら
ん
」（
嘉
言
集
・
一
五
。
風
雅

集
・
春
中
・
一
〇
五
・
大
江
嘉
言
）
が
あ
る
が
、
泰
時
が
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
岸
の
柳
が
濡
れ
る
こ

と
を
言
う
例
は
稀
少
で
、
泰
時
の
ほ
ぼ
同
世
代
の
源
通
方
の
「
濡
れ
て
干
す
緑
も
深
し
春
風
に
波
寄
る
岸
の
青
柳
の
糸
」（
続
古
今
集
・

春
上
・
岸
柳
を
・
七
二
）
が
あ
る
が
、
泰
時
詠
と
の
関
係
は
分
か
ら
な
い
。

　

勅
撰
集
歌
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
比
較
的
珍
し
い
詞
の
用
い
方
で
目
新
し
い
景
趣
を
詠
出
し
た
一
首
だ
と
言
え
る
。
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来こ

し
方か

た

も
な
ほを

行
く・

末
も
霞か

す

み
つ
つゝ
雲ひ

は
り雀

ぞ
上あ

が
る
武む

さ
し蔵

野
の
原
（
東
撰
六
帖
・
第
一
・
雲
雀
・
一
三
九
）

訳　

や
っ
て
来
た
方
も
さ
ら
に
行
く
先
の
方
も
霞
み
な
が
ら
、
雲
雀
が
上
が
る
武
蔵
野
の
原
よ
。

　

霞
の
中
で
「
野
」「
原
」
に
「
上
が
る
（
立
つ
）」「
雲
雀
」
の
景
趣
は
、『
六
百
番
歌
合
』
の
春
部
の
「
雲
雀
」
題
に
「
雲
雀
上
が
る
春



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

六
三

の
焼
け
野
の
末
遠
み
都
の
方
は
霞
な
り
け
り
」、「
は
る
ば
る
と
荻
の
焼
け
原
立
つ
雲
雀
霞
の
う
ち
に
声
上
が
る
な
り
」、「
春
深
き
野
辺
の

霞
の
下
風
に
吹
か
れ
て
上
が
る
夕
雲
雀
か
な
」（
八
八
・
家
房
、
九
三
・
季
経
、
九
四
・
慈
円
）
が
見
え
る
。
泰
時
は
こ
れ
ら
に
学
ん
で

い
よ
う
。

　

武
蔵
野
国
の
歌
枕
「
武
蔵
野
」
は
、
広
大
な
こ
と
を
言
う
の
が
本
意
で
、
泰
時
も
そ
れ
を
あ
る
程
度
の
実
感
を
伴
っ
て
認
識
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
。「
武
蔵
野
を
霧
の
絶
え
間
に
見
渡
せ
ば
行
く
末
遠
き
心
地
こ
そ
す
れ
」（
後
拾
遺
集
・
賀
・
四
二
七
・
兼
盛
）
や
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
「
行
く
末
は
空
も
一
つ
の
武
蔵
野
に
草
の
原
よ
り
出
づ
る
月
影
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
四
二
二
・
良
経
）
は
、
泰
時
も
意
識
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
為
家
の
「
行
く
末
は
霞
め
る
方
を
限
り
に
て
山
こ
そ
見
え
ね
武
蔵
野
の
原
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・

眺
望
・
一
七
一
八
）
も
泰
時
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
詠
作
時
期
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
。

　
「
雲
雀
」
は
そ
の
「
武
蔵
野
」
本
来
の
景
物
で
は
な
く
、
そ
れ
を
詠
じ
た
歌
は
、『
正
治
初
度
百
首
』
の
後
鳥
羽
院
詠
「
結
び
置
き
し
雲

雀
の
床
も
草
枯
れ
て
あ
ら
は
れ
渡
る
武
蔵
野
の
原
」（
鳥
・
九
六
。
後
鳥
羽
院
御
集
・
九
三
。
秋
風
集
・
冬
上
・
四
九
二
）
が
目
に
付
く

程
度
で
あ
る
。
泰
時
は
、
こ
れ
を
見
知
っ
て
、
こ
れ
に
依
拠
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
、
初
二
句
を
同
じ
く
す
る
歌
に
、「
来
し
方
た
も
な
ほ
行
く
末
も
降
る
雪
に
跡
こ
そ
見
え
ね
帰
る
山
人
」（
建
保
名
所
百
首
・
雑
・

還
山
越
前
国
・
一
〇
〇
八
・
康
光
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
拠
ら
な
く
と
も
詠
出
し
得
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
泰
時
の
歌
は
、
広
い
意
味
の
新
古
今
時
代
の
歌
に
泰
時
が
目
を
向
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
す
一
首
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

25　

春
風
や
知し

ら
で
過す

ぎ
け
ん
奧お

く

山
の
青
葉
に
ま
じ
る
花は

な

の
一
枝え

た

（
東
撰
六
帖
・
第
一
・
春
・
桜
・
二
四
九
）

訳　

春
風
は
知
ら
な
い
で
吹
き
過
ぎ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
奥
山
の
青
葉
に
交
じ
っ
て
（
散
り
残
っ
て
い
る
）
花
の
一
枝
よ
。
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「
夏
山
の
青
葉
ま
じ
り
の
遅
桜
初
花
よ
り
も
め
づ
ら
し
き
か
な
」（
金
葉
集
・
春
・
九
五
・
盛
房
）
に
依
拠
し
た
一
首
で
あ
る
。
こ
の
盛

房
歌
の
「
青
葉
」
に
「
ま
じ
」
る
「
花
・
桜
」
の
景
趣
は
、
後
代
に
多
く
の
派
生
歌
を
生
ん
で
い
る
。
新
古
今
時
代
で
は
例
え
ば
、「
夏

木
立
青
葉
ま
じ
り
の
花
も
あ
れ
ば
な
ほ
染
め
か
へ
じ
今
日
の
袂
は
」（
正
治
初
度
百
首
・
夏
・
一
二
二
四
・
隆
信
）
が
あ
る
。
泰
時
の
一

首
は
そ
の
景
趣
に
、「
春
風
や
知
ら
で
過
ぎ
け
ん
」
と
趣
向
を
加
え
て
「
花
の
一
枝
」
を
詠
じ
た
、
そ
こ
に
新
味
が
あ
る
。「
花
の
一
枝
」

の
詞
は
、
定
家
の
「
闇
な
ら
ば
折
り
て
帰
ら
む
時
の
間
に
暮
れ
ぬ
山
路
の
花
の
一
枝
」（
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
〔
新
編
私
家
集
大
成
Ｃ

Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
〕・
一
字
百
首
・
二
九
九
八
）
が
早
く
、
泰
時
が
こ
れ
に
学
ん
だ
可
能
性
は
あ
ろ
う
。『
宝
治
百
首
』
の
「
春
と
い
ひ
て
日

頃
は
あ
れ
ど
あ
る
か
ひ
は
今
日
し
桜
の
花
の
一
枝
」（
春
・
初
花
・
五
〇
五
・
寂
西
）
は
泰
時
没
後
で
、
ま
た
時
季
を
異
に
す
る
。

　

宇
都
宮
景
綱
の
「
咲
き
ま
じ
る
青
葉
に
花
の
隠
ろ
へ
て
枝
に
少
な
き
遅
桜
か
な
」（
沙
弥
蓮
愉
集
・
春
・
一
一
六
）
は
、
同
じ
く
盛
房

歌
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
が
、「
隠
ろ
へ
て
」「
枝
に
少
な
き
」
に
は
、
泰
時
の
一
首
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
よ
う
か
。
ま
た
、
笠
間
時
朝

の
「
咲
き
に
け
り
青
葉
に
ま
じ
る
遅
桜
の
ち
の
弥
生
を
待
ち
や
し
つ
ら
ん
」（
時
朝
集
・
未
入
集
歌
百
五
十
首
・
春
・
閏
三
月
花
と
い
ふ

事
を
・
一
六
二
）
は
、
正
確
に
は
泰
時
詠
と
の
先
後
は
不
明
だ
が
、
恐
ら
く
は
時
朝
詠
が
後
出
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
、
盛
房
歌
の
景
趣
の

範
疇
の
歌
だ
が
、「
青
葉
に
ま
じ
る
」
の
用
詞
に
は
、
泰
時
の
歌
か
ら
の
影
響
を
見
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
「
青
葉
に
ま
じ
る
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
青
葉
ま
じ
り
」（
久
安
百
首
・
一
三
二
二
・
小
大
進
に
も
「
青
葉
ま
じ
り
に
」
が
見
え
る

が
、
こ
れ
は
堀
河
百
首
・
三
四
〇
・
師
頼
の
「
青
葉
ま
じ
ら
ず
」
の
詠
み
換
え
）
か
ら
の
派
生
だ
が
、「
に
」
を
入
れ
た
こ
の
句
形
は
、

泰
時
詠
が
早
い
例
と
な
る
。
後
出
は
多
い
。
少
し
挙
例
し
て
お
こ
う
。「
散
り
や
ら
で
青
葉
に
ま
じ
る
八
重
桜
今
日
の
た
め
と
や
な
ほ
残

る
ら
ん
」（
閑
月
集
・
夏
・
鞠
の
か
か
り
に
遅
桜
の
散
り
残
り
て
侍
り
け
る
を
・
一
一
二
・
資
季
）、「
み
山
木
の
青
葉
に
ま
じ
る
桜
花
た

え
だ
え
か
か
る
雲
か
と
ぞ
見
る
」（
実
材
母
集
・
五
〇
七
）、「
里
に
散
ら
ば
山
路
へ
入
ら
ん
時
鳥
青
葉
に
ま
じ
る
花
を
尋
ね
て
」（
他
阿
上

人
集
・
同
〔
文
保
〕
二
年
、
為
相
卿
合
点
の
歌
、
春
・
九
五
七
）、「
時
過
ぎ
て
青
葉
に
ま
じ
る
遅
桜
春
は
梢
に
と
ま
る
な
り
け
り
」（
新



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

六
五

千
載
集
・
夏
・
夏
の
歌
の
中
に
・
一
九
三
・
崇
光
院
）、「
吉
野
山
青
葉
に
ま
じ
る
遅
桜
夏
と
春
と
の
色
は
見
え
け
り
」（
耕
雲
千
首
・
夏
・

余
花
・
二
〇
四
。
邦
高
親
王
御
集
・
余
花
・
一
三
九
）
等
で
あ
る
。

26　

散ち

る
花
に
馴な

れ
し
形か

た

見み

を
引ひ

き
替か

へ
て
今け

ふ日
立
ち・

初そ

む
る
蟬せ

み

の
羽は

衣
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
第
二
・
夏
・
更
衣
・
七
九
）

訳　

散
る
桜
の
花
、
馴
れ
て
い
た
そ
の
花
の
（
春
の
）
形
見
と
引
き
替
え
に
し
て
、
今
日
夏
が
立
ち
、
更
衣
に
裁
ち
始
め
た
蟬
の
羽
衣

の
よ
う
に
薄
い
夏
衣
（
を
着
る
こ
と
）
よ
。

　
「
更
衣
」
の
題
と
し
て
は
、「
山
吹
の
花
の
袂
を
脱
ぎ
替
へ
て
蟬
の
羽
衣
今
日
ぞ
着
る
め
る
」（
堀
河
百
首
・
夏
・
更
衣
・
三
三
二
・
永

縁
）
や
「
今
朝
か
ふ
る
蟬
の
羽
衣
着
て
み
れ
ば
袂
に
夏
は
た
つ
に
ぞ
あ
り
け
る
」（
堀
河
百
首
・
夏
・
更
衣
・
三
三
一
・
基
俊
。
千
載
集
・

夏
・
一
三
七
）
の
詠
み
方
に
倣
っ
て
い
よ
う
か
。

　
「
散
る
花
」
を
春
の
「
形
見
」
と
す
る
の
は
、「
散
る
花
の
忘
れ
形
見
の
嶺
の
雲
そ
を
だ
に
残
せ
春
の
山
風
」（
新
古
今
集
・
春
下
・

一
四
四
・
良
平
。
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
五
三
四
）
に
学
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
順
徳
院
の
「
山
人
の
霞
を
分
く
る
袖
の
上
に
馴
れ

し
形
見
の
花
の
香
ぞ
す
る
」（
紫
禁
集
・
三
月
庚
申
夜
、
三
首
は
替
人
、
当
座
・
霞
隔
残
花
・
七
六
）
に
も
通
う
が
、
泰
時
が
こ
の
歌
を

知
り
得
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、「
立
ち
初
む
る
」
の
詞
は
、「
め
づ
ら
し
く
今
日
た
ち
初
む
る
鶴
の
子
は
千
代
の
む
つ
き
を
重
ぬ
べ
き
か
な
」（
詞
花
集
・
賀
・

正
月
一
日
こ
う
み
た
る
人
に
む
つ
き
つ
か
は
す
と
て
よ
め
る
・
一
六
二
・
伊
勢
大
輔
）
が
勅
撰
集
の
初
出
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
「
た
ち
初

む
る
」
は
、
鶴
の
子
が
立
ち
始
め
る
意
に
、「
襁
褓
（
む
つ
き
）」
を
裁
ち
始
め
る
意
が
掛
か
る
の
で
あ
っ
て
、
泰
時
詠
と
は
異
な
る
。
泰

時
没
後
で
は
あ
る
が
、『
宝
治
百
首
』
の
「
せ
め
て
な
ほ
春
の
形
見
を
脱
ぎ
捨
て
て
今
日
た
ち
初
む
る
夏
衣
か
な
」（
夏
・
首
夏
・
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八
二
六
・
為
継
）
が
、
夏
が
「
立
ち
初
む
る
」
と
夏
衣
を
「
裁
ち
初
む
る
」
の
掛
詞
で
、
泰
時
詠
と
同
様
で
あ
る
。
泰
時
詠
は
ま
た
、

「（
引
き
）
替
へ
て
」
に
、「（
蟬
の
羽
）
衣
」
の
縁
で
、
衣
替
へ
（
更
衣
）
し
て
（
春
の
衣
を
夏
の
衣
に
「
替
へ
て
」）
の
意
が
掛
か
る
。

27　

遠
方
の
山
隠か

く

れ
行
く・

蜀
（
ほ
と
と
ぎ
す
）

魄
答こ

た

ふ
る
声
ぞ
こ
こゝ
に
鳴
く・

な
る
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
第
二
・
夏
・
郭
公
・
一
〇
八
）

訳　

遠
く
の
方
の
山
に
隠
れ
行
く
時
鳥
の
、
答
え
る
声
が
（
今
）
こ
こ
に
鳴
い
て
聞
こ
え
る
こ
と
だ
。

　
『
万
葉
集
』
に
現
行
訓
「
聞
き
つ
や
と
君
が
問
は
せ
る
霍
公
鳥
し
の
の
に
濡
れ
て
こ
ゆ
鳴
き
渡
る
」（
巻
十
・
夏
雑
歌
・
問
答
・

一
九
七
七
・
作
者
未
詳
）
と
す
る
歌
が
あ
る
。
こ
の
結
句
の
原
文
は
「
従
此
鳴
綿
類
」
で
、
西
本
願
寺
本
・
寛
永
二
十
年
刊
本
他
は
現
行

訓
に
異
な
ら
な
い
が
、
類
聚
古
集
は
「
こ
こ
に
な
く
な
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
歌
を
引
く
『
古
来
風
体
抄
』
も
「
こ
こ
に
鳴
く
な

る
」（
一
〇
三
）
で
あ
る
。
こ
の
形
の
同
歌
を
本
歌
に
取
っ
た
と
見
る
。「
君
が
問
は
せ
る
」
に
「
答
ふ
る
声
」
で
応
じ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
「
答
ふ
る
声
」
は
、「
時
鳥
忍
ぶ
る
頃
は
山
び
こ
の
答
ふ
る
声
も
ほ
の
か
に
ぞ
す
る
」（
千
載
集
・
夏
・
郭
公
の
歌
と
て
よ

め
る
・
一
五
〇
・
賀
茂
重
保
）
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
山
隠
れ
」
の
「
時
鳥
」
の
作
例
は
少
な
く
な
い
。
中
で
、
実
方
が
陸
奥
守
と
し
て
僻
地
に
遠
ざ
け
れ
た
自
身
を
「
時
鳥
」
に
よ
そ
え

た
、「
年
を
経
て
山
隠
れ
な
る
時
鳥
聞
く
人
も
な
き
音
を
の
み
ぞ
な
く
」（
拾
遺
集
・
雑
春
・
陸
奥
国
に
ま
か
り
下
り
て
後
、
郭
公
の
声
を

聞
き
て
・
一
〇
七
三
。
和
漢
朗
詠
集
・
王
昭
君
・
七
〇
五
、
初
句
「
あ
し
ひ
き
の
」）
は
、
泰
時
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
は
あ
っ
た
ろ
う

か
ら
、
こ
れ
に
負
っ
た
と
見
て
よ
い
。

　

な
お
、「
遠
方
」
の
「
山
」
の
「
時
鳥
」
の
鳴
き
声
を
言
う
先
行
歌
に
、「
遠
方
や
雲
ゐ
の
山
の
時
鳥
天
つ
よ
そ
に
も
鳴
き
渡
る
か
な
」

（
永
縁
奈
良
房
歌
合
・
郭
公
・
一
七
・
三
郎
君
）
が
あ
る
が
、
泰
時
の
歌
と
直
接
の
関
係
は
あ
る
ま
い
。
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渡
り
す
る
淀
の
川
瀬せ

の
い
か
な
ら
ん
水
か
さ
ぞ
増ま

さ
る
五
月
雨
の
比
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
第
二
・
夏
・
五
月
雨
・
一
四
六
）

訳　

渡
り
を
す
る
淀
川
の
瀬
は
今
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
水
嵩
が
増
さ
る
五
月
雨
の
頃
は
。

　
「
杣
人
の
と
ら
ぬ
真
木
さ
へ
流
る
な
り
丹
生
の
川
瀬
の
五
月
雨
の
比
」（
老
若
五
十
首
歌
合
・
夏
・
一
四
八
・
宮
内
卿
）
は
、
宗
尊
が

「
水
増
さ
る
丹
生
の
川
瀬
の
五
月
雨
に
杣
人
知
ら
ぬ
真
木
流
る
め
り
」（
宗
尊
親
王
三
百
首
・
夏
・
八
六
）
と
も
ど
い
て
い
る
。『
老
若

五
十
首
歌
合
』
が
、
関
東
鎌
倉
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
く
、
泰
時
が
宮
内
卿
の
歌
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
で
あ

ろ
う
。

　
「
淀
の
川
瀬
」
は
、
淀
川
の
瀬
の
こ
と
。「
淀
」
は
山
城
国
の
歌
枕
だ
が
、「
淀
川
」
は
摂
津
国
・
河
内
国
に
跨
が
る
。「
淀
川
」
自
体

は
、「
五
月
雨
は
近
く
な
る
ら
し
淀
河
の
菖
蒲
の
草
も
み
く
さ
生
ひ
に
け
り
」（
拾
遺
集
・
夏
・
一
〇
八
・
読
人
不
知
）
と
詠
ま
れ
て
い
る

が
、
泰
時
は
「
淀
の
川
瀬
」
を
、「
か
り
く
ら
し
交
野
の
真
柴
折
り
敷
き
て
淀
の
川
瀬
の
月
を
見
る
か
な
」（
新
古
今
集
・
冬
・
鷹
狩
の
心

を
よ
み
侍
け
る
・
六
八
八
・
公
衡
）
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
泰
時
は
、『
拾
遺
集
』
歌
を
意
識
に
入
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
公
衡
詠
の

「
淀
の
川
瀬
」
東
岸
の
「
交
野
」
の
鷹
狩
り
に
冬
月
を
見
る
景
趣
を
踏
ま
え
て
、
夏
の
五
月
雨
頃
の
「
淀
の
川
瀬
」
の
増
水
し
た
景
趣
を

思
い
や
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

と
す
れ
ば
こ
の
歌
も
、
泰
時
が
新
古
今
時
代
の
歌
に
目
を
向
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
首
と
言
え
る
。

　

な
お
、
類
歌
「
五
月
雨
に
水
か
さ
増
さ
り
て
浮
き
ぬ
れ
ば
さ
し
て
ぞ
渡
る
佐
野
の
舟
橋
」（
続
古
今
集
・
夏
・
二
四
二
・
祐
盛
法
師
）

は
、
作
者
祐
盛
の
生
年
が
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
泰
時
詠
に
先
行
す
る
と
見
て
よ
い
が
、
泰
時
が
こ
れ

を
知
り
得
た
と
は
考
え
に
く
い
。
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照て

れ
ば
置
き・

曇く
も

れ
ば
置を

か
ぬ
夏
の
夜よ

の
月
に
し
た
が
ふ
夜よ

は半
の
霜
か哉な
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
第
二
・
夏
・
夏
月
・
一
七
八
）

訳　
（
月
が
）
照
れ
ば
（
霜
が
）
置
き
曇
れ
ば
置
か
な
い
、
夏
の
夜
の
月
に
従
っ
て
い
る
（
置
き
置
か
ぬ
す
る
）
夜
半
の
霜
（
の
よ
う

に
見
え
る
月
の
光
）
で
あ
る
こ
と
だ
だ
。

　
『
白
氏
文
集
』（
巻
二
十
）
の
「
江
楼
夕
望
招
客
」
題
詩
で
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
摘
句
さ
れ
た
「
風
吹
枯
木
晴
天
雨
（
か
ぜ
こ
ぼ
く
を

ふ
け
ば
は
れ
の
て
ん
の
あ
め
）　

月
照
平
沙
夏
夜
霜
（
つ
き
へ
い
さ
を
て
ら
せ
ば
な
つ
の
よ
の
し
も
）」（
夏
・
夏
夜
・
一
五
〇
・
白
居
易
。

千
載
佳
句
・
夏
夜
に
も
）
が
、
景
趣
の
原
拠
で
あ
る
。
こ
の
「
月
照
平
沙
夏
夜
霜
」
を
句
題
と
し
た
「
月
影
に
な
べ
て
真
砂
の
照
り
ぬ
れ

ば
夏
の
夜
降
れ
る
霜
か
と
ぞ
見
る
」（
千
里
集
・
月
照
平
砂
夏
夜
霜
・
三
三
）
が
あ
る
。
一
方
で
、「
夏
の
夜
の
霜
や
置
け
る
と
見
る
ま
で

に
荒
れ
た
る
宿
を
照
ら
す
月
影
」（
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
・
五
〇
・
作
者
不
記
。
古
今
六
帖
・
第
一
・
夏
の
夜
・
二
八
六
。
新
撰
万
葉
集
・

四
五
、
二
句
「
霜
や
降
れ
る
と
」
結
句
「
照
ら
す
月
か
な
」。
新
撰
和
歌
・
一
五
一
、
初
句
「
夏
の
夜
に
」
二
句
同
上
。
万
代
集
・
夏
・

洞
院
中
宮
百
番
歌
合
の
歌
・
七
三
〇
・
読
人
不
知
、
初
句
「
夏
の
夜
も
」
結
句
「
照
ら
す
月
か
な
」）
や
「
夏
の
夜
も
涼
し
か
り
け
り
月

影
は
庭
白
た
へ
の
霜
と
見
え
つ
つ
」（
後
拾
遺
集
・
夏
・
二
二
四
・
長
家
）
と
も
展
開
す
る
。
こ
う
い
っ
た
歌
の
流
れ
に
沿
っ
た
詠
作
で

は
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
、「
照
れ
ば
置
き
」「
曇
れ
ば
置
か
ぬ
」「
月
に
し
た
が
ふ
」
の
句
は
新
味
が
あ
り
、
泰
時
の
詠
作
方
法
の
特
徴
の
一
面
を
示

す
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

同
類
歌
「
照
れ
ば
置
き
曇
れ
ば
消
ゆ
る
真
砂
地
の
霜
か
あ
ら
ぬ
か
夏
の
夜
の
月
」（
新
三
井
集
・
夏
・
夏
月
・
一
五
一
・
隆
賢
法
師
）

は
、
恐
ら
く
後
出
で
、
泰
時
の
歌
に
倣
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
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山
深ふ

か

き
杉
の
廬
の
村
時
雨
憂う

き
世
の
夢
を
お
ど
ろ
か
せ
と
や
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
第
四
・
冬
・
時
雨
・
三
七
〇
）

　

訳　

山
が
深
い
杉
葺
き
の
廬
に
降
る
村
時
雨
よ
。
憂
く
辛
い
こ
の
世
の
（
覚
め
て
悟
ら
な
い
）
夢
を
、
は
っ
と
覚
醒
さ
せ
ろ
と
い
う

の
か
。

　

上
句
は
、「
見
し
人
も
問
は
で
の
み
こ
そ
す
ぎ
の
庵
に
絶
え
ず
音
す
る
む
ら
時
雨
か
な
」（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
一
・
一
七
八
九
・
越

前
）
に
負
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
冬
の
景
趣
を
下
句
の
述
懐
に
結
び
付
け
る
構
成
は
新
鮮
で
あ
る
。「
お
ど
ろ

か
せ
と
や
」
の
句
形
も
独
自
で
新
味
が
あ
る
。

　
「
杉
の
廬
」
は
、
杉
の
皮
で
屋
根
を
葺
い
た
庵
の
こ
と
。
和
歌
の
用
例
は
古
く
な
い
。
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
三
月
の
後
白
河
院
崩

御
の
「
三
、
四
年
の
後
、
五
月
御
供
花
の
時
、
六
条
殿
に
て
」
詠
ん
だ
と
い
う
寂
蓮
の
「
心
せ
く
杉
の
庵
の
名
残
か
な
行
へ
は
今
朝
の
霧

に
ま
か
せ
て
」（
寂
蓮
法
師
集
・
山
路
霧
・
一
四
一
）
が
早
い
か
。
右
記
の
越
前
の
一
首
や
、
俊
成
の
「
ま
た
た
ぐ
ひ
あ
ら
し
の
山
の
麓

寺
杉
の
庵
に
有
明
の
月
」（
撰
歌
合
建
仁
元
年
八
月
十
五
日
・
古
寺
残
月
・
五
一
）
が
続
く
（「
す
ぎ
の
い
ほ
」
の
形
も
少
な
く
、
月
卿
雲
客
妬
歌

合
建
保
三
年
六
月
・
二
八
・
藤
原
資
隆
が
早
い
）。
慈
円
（
拾
玉
拾
解
題
・
十
題
百
首
・
一
〇
六
）
や
家
隆
（
玉
吟
集
・〔
九
条
前
内
大
臣
基
家

家
百
首
〕・
一
二
三
二
）
に
も
作
例
が
あ
る
。
勅
撰
集
に
は
、『
玉
葉
集
』
に
右
記
の
俊
成
詠
（
七
一
八
）
と
有
家
の
一
首
（
八
五
六
）、

『
風
雅
集
』
に
頼
政
の
一
首
（
一
七
七
九
）
が
見
え
る
の
み
で
あ
り
（「
す
ぎ
の
い
ほ
」
の
形
も
風
雅
集
・
一
六
〇
八
・
光
厳
院
の
み
）、

京
極
派
勅
撰
集
占
有
の
歌
詞
で
あ
る
。
新
古
今
歌
人
が
詠
出
し
、
関
東
歌
人
が
詠
み
継
ぎ
、
京
極
派
勅
撰
集
に
掬
わ
れ
た
歌
詞
と
も
言
え

る
。

　

北
条
義
時
の
孫
で
重
時
の
男
、
つ
ま
り
泰
時
の
甥
長
時
の
「
な
も
あ
み
だ
仏
と
今
は
契
り
て
も
憂
き
世
の
夢
を
お
ど
ろ
か
す
ら
む
」

（
新
和
歌
集
・
哀
傷
・
一
首
に
よ
み
て
お
く
り
け
る
・
四
六
一
）
は
、
こ
の
歌
か
ら
の
影
響
を
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



七
〇

　

後
出
の
類
詠
「
静
か
な
る
園
に
降
り
来
る
村
時
雨
憂
き
世
の
夢
も
覚
め
果
て
よ
と
や
」（
尊
円
親
王
詠
法
華
経
百
首
・
冬
・
安
楽
行
品

菩
・
薩
有
時
入
於
静
室
・
五
一
）
は
、
経
文
題
歌
で
あ
り
、
泰
時
の
歌
と
の
関
係
を
見
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
憂
き
世

の
夢
」
を
覚
醒
さ
せ
る
「
村
時
雨
」
の
一
致
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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雪
降ふ

れ
ば
枯
野
の
草
も
埋う

つ

も
れ
て
今
日
や
雉
子
の
根ね

や
求も

と

む
ら
ん
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
第
四
・
冬
・
枯
野
・
三
八
八
）

　

 

訳　

雪
が
降
る
と
枯
野
の
草
も
埋
も
れ
て
、
今
日
は
雉
子
が
（
雪
の
下
の
）
根
を
探
し
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
枯
野
」
の
「
雪
」、「
枯
野
」
の
「
雉
子
」
は
、『
正
治
初
度
百
首
』
に
「
狩
り
暮
ら
し
枯
野
の
草
の
雪
折
れ
を
や
が
て
枕
に
結
ぶ
寒
け

さ
」（
冬
・
一
二
七
一
・
隆
信
）、「
雉
子
住
む
枯
野
隠
れ
の
か
ひ
も
な
く
草
と
る
鷹
の
音
聞
こ
ゆ
な
り
」（
冬
・
一
七
七
〇
・
師
光
）
と
あ

る
の
が
目
立
っ
た
先
行
例
で
あ
る
。
ま
た
、「
降
」
る
「
雪
」
に
「
埋
も
れ
」
る
「
野
」
は
、『
新
古
今
集
』
の
「
み
狩
り
野
は
か
つ
降
る

雪
に
埋
も
れ
て
鳥
立
も
見
え
ず
草
隠
れ
つ
つ
」（
冬
・
六
八
七
・
匡
房
）
が
目
に
付
く
。
さ
ら
に
、「
根
を
求
む
」
も
、
同
集
の
「
沼
ご
と

に
袖
ぞ
濡
れ
ぬ
る
菖
蒲
草
心
に
似
た
る
根
を
求
む
と
て
」（
恋
一
・
一
〇
四
二
・
小
大
君
）
が
有
力
な
先
行
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
泰
時

詠
の
用
詞
や
景
趣
は
、
新
古
今
歌
人
詠
や
『
新
古
今
集
』
歌
に
支
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
だ
と
し
て
も
、
草
も
雪
に
埋
も
れ
た
枯
野
で
、
雉
子
が
根
を
求
め
る
こ
と
を
思
い
や
る
一
首
の
想
念
は
珍
し
く
、
先
例
を
見
な

い
。
雉
子
の
巣
作
り
は
、
草
原
や
雑
木
林
の
地
面
に
浅
く
掘
ら
れ
た
窪
み
に
、
枯
れ
草
な
ど
を
僅
か
に
敷
く
と
い
う
。
ほ
ぼ
一
年
を
通
し

て
同
じ
場
所
に
棲
み
、
冬
場
の
雪
に
は
雪
面
を
ほ
じ
っ
て
餌
を
求
め
る
ら
し
い
。
泰
時
は
、
和
歌
の
伝
統
に
拠
る
の
で
は
な
く
、
雉
子
の

実
際
の
生
態
に
即
し
て
詠
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
す
れ
ば
、
実
際
に
雉
子
狩
り
を
し
た
か
見
聞
し
た
と
想
像
さ
せ
る
境
涯
の
人
物
が
、「
新
古
今
」
に
意
識
を
向
け
て
い
た
こ
と
を
推



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

七
一

測
さ
せ
る
歌
を
詠
じ
た
、
関
東
武
士
泰
時
を
よ
く
表
す
一
首
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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高た
か

瀬せ

さ
す
氷
の
音
に
さ
夜よ

更
け・

て
綱
手
に
ち
が
ふ

あ
ち

の
村
鳥
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
第
四
・
冬
・
水
鳥
・
四
二
〇
）

　

訳　

高
瀬
に
棹
さ
す
氷
の
音
に
夜
が
更
け
て
、
高
瀬
舟
の
綱
手
縄
に
飛
び
違
う

の
群
鳥
よ
。

　
「
高
瀬
」
は
、
川
の
流
れ
が
急
で
底
浅
く
波
が
高
く
立
つ
場
所
を
言
う
。「
さ
す
」
は
、
舟
で
行
く
の
に
棹
さ
す
こ
と
。「
高
瀬
」
を
運

航
す
る
た
め
に
底
を
扁
平
に
し
て
吃
水
を
浅
く
作
っ
た
舟
が
「
高
瀬
舟
」。「
綱
手
」
は
、
舟
を
曳
く
引
き
縄
綱
の
こ
と
。「

」
は
、
小

形
の
鴨
で
あ
る
巴
鴨
の
異
名
と
い
う
。

　
「
高
瀬
舟
棹
の
音
に
ぞ
知
ら
れ
け
る
蘆
間
の
氷
ひ
と
へ
し
に
け
り
」（
金
葉
集
・
冬
・
氷
を
よ
め
る
・
二
七
一
・
隆
経
）
を
本
歌
に
す
る

と
見
る
。『
後
拾
遺
集
』
初
出
の
隆
経
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
９
に
記
し
た
。

　

下
句
は
、
寂
蓮
詠
と
伝
え
る
「
程
も
な
く
立
ち
ぬ
る
跡
に
帰
る
な
り
筏
に
ち
が
ふ

の
群
鳥
」（
夫
木
抄
・
雑
十
五
・
筏
・
百
首
歌
、

水
鳥
馴
筏
・
一
五
七
六
一
）
に
倣
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
登
蓮
作
と
い
う
「
難
波
江
に
下
す
高
瀬
の
越
す
棹
に
い
く
た
び
立
ち
ぬ

鴨
の
群
鳥
」（
夫
木
抄
・
雑
十
五
・
船
・
仁
安
二
年
二
月
歌
林
苑
歌
合
・
一
五
七
七
九
）
に
も
、
一
首
全
体
の
用
詞
・
景
趣
が
通
う
。
こ

の
両
首
と
の
関
係
性
は
措
い
て
、
隆
経
の
歌
に
「
綱
手
に
ち
が
ふ

の
村
鳥
」
を
付
加
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
言
わ
ば
院
政
期
本
歌
取
り

の
詠
み
益
し
の
手
法
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑬
拾
遺
風
体
集　

冷
泉
為
相
撰
。
正
安
四
年
（
一
三
〇
二
）
七
月
二
十
一
日
以
後
、
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
十
二
月
『
新
後
撰
集
』
奏

覧
以
前
。
位
署
「
平
泰
時
朝
臣
」。
一
首
。
島
原
図
書
館
蔵
松
平
文
庫
本
（
一
三
〇
・
七
）



七
二
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春
た
け
て
紀き

の
河
白し

ろ

く
流な

か

る
め
り
吉よ

し

野の

のゝ
奧お

く

は
花
や
散
る・

ら
む
（
拾
遺
風
体
集
・
川
落
花
・
三
六
。
夫
木
抄
・
春
四
・
花
・
河
落

花
、
明
玉
・
一
一
七
五
。
歌
枕
名
寄
・
巻
三
十
三
・
南
海
部
・
紀
伊
国
・
雑
篇
・
木
河
・
作
者
不
記
〔
前
歌
「
俊
頼
」〕・

八
六
〇
二
）

　

訳　

春
が
闌
け
て
、
紀
の
川
が
白
く
流
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。（
上
流
に
あ
る
）
吉
野
の
奥
は
、
花
が
散
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
吉
野
川
花
の
白
波
流
る
め
り
吹
き
に
け
ら
し
な
山
お
ろ
し
の
風
」（
教
長
集
・
散
る
花
を
よ
め
る
・
一
三
五
。
玄
玉
集
・
草
樹
歌
上
・

題
不
知
・
五
〇
〇
）
に
景
趣
が
似
通
う
が
、
こ
の
歌
を
泰
時
が
知
り
得
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
下
句
は
、「
い
づ
く
に
て
風
を
も
世
を
も

恨
み
ま
し
吉
野
の
奧
も
花
は
散
る
な
り
」（
千
載
集
・
雑
中
・
一
〇
七
三
・
定
家
）
に
倣
っ
て
い
よ
う
か
。

　
「
紀
の
河
」
は
、
紀
伊
国
の
歌
枕
で
、
現
和
歌
山
県
の
紀
の
川
の
こ
と
。
大
和
国
の
歌
枕
「
吉
野
」
を
流
れ
る
「
吉
野
川
」
の
下
流
で

あ
る
。

　

下
流
の
様
子
か
ら
上
流
の
「
奧
」
を
推
測
す
る
詠
み
方
は
、『
古
今
集
』
の
「
こ
の
河
に
紅
葉
葉
流
る
奧
山
の
雪
げ
の
水
ぞ
今
増
さ
る

ら
し
」（
冬
・
三
二
〇
・
読
人
不
知
）
を
初
め
と
し
て
少
な
く
な
く
、
落
花
に
つ
い
て
も
「
水
上
に
花
や
散
る
ら
む
山
川
の
ゐ
杭
に
い
と

ど
か
か
る
白
波
」（
金
葉
集
・
春
・
水
上
落
花
を
よ
め
る
・
六
二
・
経
信
）
な
ど
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
吉
野
（
川
）」
と
そ
の

下
流
で
あ
る
「
紀
の
川
」
の
流
れ
を
「
花
・
桜
」
で
結
び
付
け
る
趣
向
は
、
泰
時
の
創
出
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
新
味
が
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
後
代
で
は
、
実
隆
の
「
水
上
は
芳
野
と
聞
け
ば
紀
の
川
の
波
の
花
ま
で
飽
か
ぬ
色
か
な
」（
雪
玉
集
・
巻
十
五
・
紀
伊

の
川
を
わ
た
る
と
・
て
六
四
四
四
）
や
契
沖
の
「
滝
に
散
る
吉
野
の
桜
流
れ
て
は
紀
の
川
ゆ
す
る
花
の
白
浪
」（
漫
吟
集
・
春
下
・
五
一
）

が
あ
る
。
こ
れ
ら
と
の
関
係
性
は
不
明
だ
が
、
泰
時
の
歌
が
詠
み
方
を
先
取
り
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、「
春
た
け
て
」

「
紀
の
川
白
く
」
の
初
句
も
伝
統
的
で
は
な
く
、
こ
の
歌
の
独
自
性
は
揺
る
が
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
泰
時
は
吉
野
川
の
下
流
で

あ
る
「
紀
の
川
」
に
着
目
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
閏
十
月
十
二
日
付
け
で
北
条
義
時
か
ら
紀
伊
国
諸
荘
地
頭
を
安



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

七
三

堵
さ
れ
た
（
鎌
倉
遺
文
二
八
七
三
関
東
下
知
状
案
）
有
力
武
士
湯
浅
宗
光
な
ど
を
通
じ
て
、
同
国
の
地
勢
を
知
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
首
は
、『
夫
木
抄
』
の
集
付
か
ら
、
藤
原
知
家
撰
の
散
佚
打
聞
「
明
玉
集
」
に
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

⑭
夫
木
抄　

藤
原
（
勝
間
田
）
長
清
撰
か
。
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
～
同
三
（
一
三
一
〇
）
頃
か
。
位
署
は
「
平
泰
時
朝
臣
」。
三
首
。

一
一
七
五
は
33
に
既
出
。
静
嘉
堂
文
庫
本
。

34　

年
経へ

た
る
鶴
の
岡を

か

辺へ

の
柳
原
青
み
に
け
り
な
春
の
し
る
し
に
（
夫
木
抄
・
春
三
・
柳
・
春
歌
中
、
柳
・
八
六
八
。
歌
枕
名
寄
・
東
海

四
・
相
模
・
雑
篇
・
鶴
岡
・
五
三
五
五
、
二
・
三
句
「
鶴
が
岡
辺
の
松
の
葉
の
」。
六
華
集
・
春
・
五
八
、
二
句
同
上
。
六
花
集

注
・
一
七
、
二
句
同
上
）

訳　

年
を
取
っ
た
鶴
の
よ
う
に
年
を
経
た
鶴
岡
八
幡
宮
の
辺
り
の
柳
原
が
、
青
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
な
。
春
が
来
た
し
る
し
と
し

て
。

　
「
年
経
た
る
松
だ
に
な
く
は
浅
茅
原
な
に
か
昔
の
し
る
し
な
ら
ま
し
」（
後
拾
遺
集
・
雑
四
・
同
じ
所
〔
河
原
院
〕
に
て
松
を
よ
み
侍
り

け
る
・
一
〇
四
四
・
江
侍
従
）
を
本
歌
に
す
る
と
見
る
。『
後
拾
遺
集
』
初
出
の
江
侍
従
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
９
に

記
し
た
。

　
「
年
経
た
る
鶴
の
岡
辺
の
」
は
、「
年
経
た
る
鶴
」
か
ら
「
鶴
」
を
重
ね
て
「
鶴
の
岡
辺
の
」
へ
鎖
る
。「
鶴
の
岡
辺
」
は
、
も
ち
ろ
ん

鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
の
辺
り
と
い
う
こ
と
。
歌
に
「
鶴
の
岡
」
を
詠
む
こ
と
は
、
実
朝
の
「
鶴
の
岡
あ
ふ
ぎ
て
見
れ
は
峰
の
松
梢
は
る
か
に

雪
ぞ
積
も
れ
る
」（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
冬
・
鶴
岡
別
当
僧
都
許
に
、
雪
の
降
れ
り
し
あ
し
た
、
よ
み
て
つ
か
は
す
歌
・
三
一
三
）
が



七
四

早
い
が
、
泰
時
の
こ
の
歌
と
の
先
後
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

　
「
柳
原
青
み
に
け
り
な
」
は
、
新
鮮
な
表
現
で
あ
る
。『
新
古
今
集
』
の
「
高
瀬
さ
す
六
田
の
淀
の
柳
原
緑
も
深
く
霞
む
春
か
な
」（
新

古
今
集
・
春
上
・
七
二
・
公
経
）
の
「
柳
原
緑
も
深
く
」
に
負
っ
て
い
る
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、『
新
古
今
集
』
歌
に
依
拠
し
な
が
ら
、

独
自
に
変
化
さ
せ
た
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
四
句
切
れ
の
「
青
み
に
け
り
な
」
は
、
例
を
見
な
い
新
奇
な
句
で
あ
る
。

　
「
春
の
し
る
し
に
」
の
句
は
、「
梓
弓
春
の
し
る
し
に
い
つ
し
か
と
ま
づ
た
な
び
く
は
霞
な
り
け
り
」（
堀
河
百
首
・
春
・
霞
・
四
五
・

隆
源
）
や
「
い
つ
し
か
と
春
の
し
る
し
に
立
つ
も
の
は
あ
し
た
の
原
の
霞
な
り
け
り
」（
金
葉
集
・
春
・
早
春
の
心
を
よ
め
る
・
六
・
長

実
）
等
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
を
踏
ま
え
て
か
、
家
隆
は
「
杉
よ
り
も
春
の
し
る
し
は
門
毎
に
柳
ぞ
立
て
る
訪
ふ
人
も
が
な
」

（
玉
吟
集
・
百
首
和
歌
〔
家
百
首
〕・
春
・
門
柳
・
一
〇
〇
二
）
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
泰
時
が
知
り
得
た
か
は
分
か
ら
な

い
。

　

な
お
、
近
世
後
期
の
橘
曙
覧
に
「
そ
こ
と
な
く
青
む
六
田
の
柳
原
目
に
立
つ
ば
か
り
春
も
な
り
に
き
」（
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
・
松
籟
艸

第
一
集
・
柳
弁
春
・
二
四
五
）
と
い
う
、『
新
古
今
集
』
の
公
経
詠
を
本
歌
に
し
た
、
泰
時
詠
と
類
想
の
歌
が
あ
る
。

35　

冬
枯か

か

れ
の
高た

か

嶺ね

に
残の

こ

る
松
な
く
は
空
行
く・

風
を
い
か
で
知し

ら
ま
し
（
夫
木
抄
・
冬
一
・
冬
風
・
題
不
知
、
雲
葉
・
六
六
三
七
）

　

訳　

冬
枯
れ
し
た
高
嶺
に
残
っ
て
い
る
松
が
無
く
て
は
、
空
を
吹
き
行
く
風
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
知
ろ
う
か
し
ら
。

　

一
首
の
仕
立
て
は
、
髄
脳
に
引
か
れ
る
古
歌
「
鶯
の
谷
よ
り
出
づ
る
声
な
く
は
春
来
る
こ
と
を
い
か
で
知
ら
ま
し
」（
俊
頼
髄
脳
・

一
七
九
・
作
者
不
記
。
綺
語
抄
・
五
七
〇
。
袋
草
紙
・
六
〇
四
・
忠
峰
千
里
歟
如
何
。
八
雲
御
抄
・
六
二
・
忠
峰
）
に
同
様
で
あ
る
。

　
「
冬
枯
れ
の
」
は
、『
古
今
集
』
の
「
冬
が
れ
の
野
辺
と
我
が
身
を
思
ひ
せ
ば
も
え
て
も
春
を
待
た
ま
し
も
の
を
」（
恋
五
・
七
九
一
・



北
条
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和
歌
を
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七
五

伊
勢
）
を
原
拠
と
す
る
。
続
く
「
高
嶺
に
残
る
」
は
先
行
例
を
見
な
い
句
で
、「
松
な
く
は
」
も
他
例
を
見
な
い
句
で
あ
る
。

　
「
空
行
く
風
」
は
、
新
古
今
時
代
の
「
忘
れ
じ
と
空
行
く
風
に
答
ふ
な
り
程
は
雲
ゐ
の
峰
の
松
原
」（
春
日
社
歌
合
元
久
元
年
・
松
風
・

六
九
・
通
光
）
や
「
山
里
に
月
は
見
る
や
と
人
は
来
ず
空
行
く
風
ぞ
こ
の
葉
を
も
訪
ふ
」（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
二
〇
・
慈
円
。
仙

洞
句
題
五
十
首
・
山
家
月
・
一
四
六
）
が
早
い
例
と
な
る
。
泰
時
は
後
者
を
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
前
者
を
見
習
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

古
歌
や
新
古
今
歌
人
の
歌
に
拠
り
つ
つ
も
、
独
自
の
表
現
も
追
い
求
め
た
歌
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
『
夫
木
抄
』
の
集
付
か
ら
『
雲
葉
集
』
の
散
佚
部
分
に
存
し
た
歌
と
知
ら
れ
る
。

⑮
歌
枕
名
寄
（
澄
月
撰
。
延
元
元
年
（
一
三
三
六
）
ま
で
に
成
立
か
）。
位
署
「
平
泰
時
」。
五
首
。
四
九
五
三
は
８
、
五
三
五
五
は
34
、

八
三
三
〇
は
６
、
八
六
〇
二
は
33
に
既
出
。
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
刊
本
を
底
本
と
し
た
新
編
国
歌
大
観
本
。

36　

雪
晴は

れ
て
大
島し

ま

白し
ろ

き
朝
凪な

ぎ

に
笹さ

さ

の
葉
浮う

か
ぶ
沖お

き

の
釣
舟
（
歌
枕
名
寄
・
巻
二
十
・
東
海
四
・
伊
豆
・
大
島
幡
磨　
周
防
有
同
名
・

五
三
〇
一
）

訳　

雪
が
晴
れ
て
大
島
が
白
く
見
え
る
朝
凪
に
、
笹
の
葉
が
浮
か
ぶ
よ
う
な
沖
の
釣
舟
よ
。

　
「
雪
晴
れ
て
」
は
、「
雪
晴
」「
雪
霽
」（
新
撰
万
葉
集
、
和
漢
朗
詠
集
等
）
の
訓
読
語
で
は
あ
る
。「
雪
晴
る
」
の
類
は
和
歌
で
は
伝
統

的
な
詞
で
は
な
く
、「
雪
晴
れ
ぬ
千
歳
の
谷
の
遅
桜
幾
た
び
春
を
よ
そ
に
聞
く
ら
ん
」（
為
忠
家
後
度
百
首
・
春
・
澗
底
桜
・
一
九
・
俊

成
）
辺
り
が
早
く
、「
雪
晴
れ
て
都
の
月
を
眺
む
れ
ば
四
方
の
藁
屋
も
玉
の
う
は
葺
き
」（
露
色
随
詠
集
・
月
百
首
・
四
四
）
が
続
く
。
泰

時
詠
よ
り
後
出
で
は
、
伏
見
院
に
「
朝
日
差
す
森
の
梢
は
雪
晴
れ
て
滴
落
ち
添
ふ
木
木
の
下
道
」（
伏
見
院
御
集
〔
新
編
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
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版
〕・
冬
森
・
二
二
九
六
）
が
あ
る
。
泰
時
が
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
の
俊
成
詠
に
学
ん
だ
可
能
性
は
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
泰
時
の

19
「
時
鳥
人
づ
て
に
の
み
聞
く
頃
は
身
の
数
な
ら
ぬ
音
こ
そ
な
か
る
れ
」（
新
千
載
集
・
夏
・
人
伝
郭
公
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
・

二
二
七
）
の
歌
題
「
人
伝
郭
公
」
は
、『
為
忠
家
後
度
百
首
』
で
設
け
ら
れ
た
題
で
、
勅
撰
集
に
は
こ
の
泰
時
の
歌
が
見
え
る
の
み
で
あ

る
。
泰
時
が
、『
為
忠
家
後
度
百
首
』
を
披
見
し
て
い
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

　
「
大
島
白
き
」
は
、
例
を
見
な
い
新
奇
な
表
現
で
あ
る
。「
白
き
」
景
の
歌
は
、
新
古
今
時
代
前
後
に
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
挙
例
す
れ

ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
眺
め
け
ん
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
空
晴
れ
て
月
影
白
き
玉
津
島
姫
」（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
一
・
二
八
三
二
・
季

能
）、「
雨
晴
る
る
田
簑
の
島
に
月
冴
え
て
重
ね
て
白
き
鶴
の
毛
衣
」（
玉
吟
集
・
秋
・
秋
歌
よ
み
け
る
中
に
・
島
月
・
二
〇
二
七
）、「
鵲

の
渡
す
や
い
づ
こ
夕
霜
の
雲
ゐ
に
白
き
峰
の
梯
」（
冬
題
歌
合
建
保
五
年
・
冬
山
霜
・
二
・
家
隆
。
新
勅
撰
集
・
冬
・
三
七
五
。
玉
吟
集
・

二
二
五
一
。
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・
九
〇
）、「
鳰
の
海
や
波
間
に
白
き
沖
つ
島
さ
す
が
に
雪
の
色
ぞ
ま
ぎ
れ
ぬ
」（
道
助
法
親
王
家
五
十

首
・
冬
・
八
〇
八
・
隆
昭
）。
直
接
の
影
響
関
係
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
う
い
う
「
白
き
」
景
趣
を
詠
む
、
新
古
今
前
後
に
始

ま
る
比
較
的
新
し
い
傾
向
に
泰
時
詠
が
沿
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
泰
時
が
詠
ん
だ
「
大
島
」
は
、『
歌
枕
名
寄
』
の

部
類
ど
お
り
、
伊
豆
国
の
そ
れ
で
矛
盾
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
所
名
を
詠
む
こ
と
は
伝
統
的
で
は
な
く
、
関
東
武
士
の
選
択
と
言
え

ば
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
釣
舟
」
の
歌
と
し
て
は
、「
朝
凪
の
潮
路
遥
か
に
出
で
に
け
り?

に
紛
ふ
沖
の
釣
舟
」（
広
田
社
歌
合
承
安
二
年
・
海
上
眺
望
・
六
六
・
師

光
。
師
光
集
・
九
六
、
初
句
「
朝
凪
に
」
や
「
わ
た
の
原
八
十
島
白
く
降
る
雪
の
あ
ま
ぎ
る
浪
に
紛
ふ
釣
舟
」（
冬
題
歌
合
建
保
五
年
・
冬
海

雪
・
六
六
・
家
隆
。
新
勅
撰
集
・
冬
・
四
二
六
。
玉
吟
集
・
二
二
五
五
。
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・
九
八
）
の
用
詞
や
景
趣
に
通
う
。
特
に

家
隆
詠
は
泰
時
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
が
、
と
す
る
と
泰
時
の
歌
は
、
泰
時

三
十
五
歳
の
時
、『
冬
題
歌
合
』
催
行
の
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
十
一
月
四
日
以
降
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
泰
時
の
詠
作
時
期
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が
不
明
な
の
で
、
断
定
は
で
き
な
い
。

　
「
沖
」
に
「
浮
か
ぶ
」「
釣
舟
」
を
「
笹
の
葉
」
に
見
立
て
る
こ
と
は
、
近
現
代
短
歌
な
ら
ば
あ
り
が
ち
な
比
喩
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
、
少
な
く
と
も
中
世
ま
で
の
和
歌
で
は
あ
た
り
ま
え
に
は
見
な
い
詠
み
方
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
は
全
き
独
創
で
は
な
く
、

「
吹
き
払
ふ
磯
辺
の
山
の
木
枯
ら
し
に
一
葉
残
れ
る
海
人
の
釣
舟
」（
浄
照
房
集
〔
定
家
男
光
家
〕・
十
一
月
の
頃
、
黒
崎
の
宮
に
参
り
て
、

嵐
激
し
き
山
の
け
し
き
心
細
く
見
え
渡
り
て
、
沖
に
釣
舟
の
か
す
か
に
見
え
侍
り
し
に
・
三
四
）
や
「
鳰
の
海
や
ま
だ
う
つ
ろ
は
ぬ
さ
ざ

浪
に
一
葉
浮
か
べ
る
秋
の
釣
舟
」（
日
吉
社
十
禅
師
歌
合
承
久
元
年
・
湖
上
眺
望
・
二
四
・
通
光
）
や
「
海
原
や
波
間
に
見
ゆ
る
笹
竹
の
一
葉

ば
か
り
の
海
人
の
釣
舟
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
眺
望
・
一
六
八
五
・
道
家
）
の
よ
う
な
類
似
の
例
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
と
泰
時
詠
の
先
後
は
正
確
に
は
不
明
で
あ
る
。
仮
に
泰
時
詠
が
こ
れ
ら
、
特
に
道
家
の
歌
に
拠
っ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
泰
時
の

詠
出
時
期
は
当
然
、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
成
立
の
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
十
月
頃
以
降
と
な
り
、
同
時
に
泰
時
の
学
習
範
囲
の
広
さ

を
窺
う
こ
と
に
な
る
。
泰
時
五
十
歳
の
時
以
降
の
詠
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
も
泰
時
詠
の
時
期
が
不
明
な
の
で
、
分
か
ら
な

い
。

　

新
古
今
前
後
の
、
新
し
い
詠
み
方
の
歌
に
通
う
と
こ
ろ
の
あ
る
詠
作
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
泰
時
が
見
習
っ
た
と
見
ら
れ
る
歌
も
あ

る
が
、
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
泰
時
が
近
代
短
歌
に
通
じ
る
よ
う
な
景
趣
を
伝
統
的
で
は
な
い
詞
遣
い
で
表
現
し
得
て
い
る
こ
と
は
見
落
と

せ
な
い
の
で
あ
る
。

⑯
沙
石
集　

無
住
作
。
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
八
月
成
立
し
以
降
に
加
除
訂
正
あ
り
。
異
本
歌
一
首
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
。

37　

い
に
し
へ
の
浦
島
が
こ
の
箱
か
と
て
あ
け
ず
は
い
か
に
く
や
し
か
ら
ま
し
（
沙
石
集
異
本
歌
・
一
二
二
・
泰
時
）



七
八

訳　

昔
の
浦
島
が
子
の
（
開
け
た
ら
悔
し
い
）
箱
か
と
い
っ
て
、（
金
千
両
が
入
っ
た
）
こ
の
箱
を
開
け
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
悔

し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
。

　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
沙
石
集
』「
拾
遺
」
の
〔
二
一
〕（
本
文
巻
第
三
の
（
二
）「
問
注
ニ
我
ト
劣
ケ
タ
ル
人
事
」
の
段
の
裏
書
）
の

（
一
〇
「
美
言
有
感
段
」）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
（
底
本
は
内
閣
本
。
原
文
の
表
記
は
私
に
改
め
る
）。

　
　
　
　

泰
時
の
事
ど
も
の
段　

は
た
板
等
の
段

　
　

�　

泰
時
の
事
、
世
間
に
沙
汰
せ
し
む
。
承
久
の
時
大
将
軍
に
て
坐
す
を
、
武
勇
の
道
ゆ
ゆ
し
か
り
け
る
が
、
和
歌
の
道
ま
た
生
ひ
か

か
り
て
そ
の
骨
を
得
て
、
選
集
に
多
く
そ
の
歌
入
れ
り
と
云
へ
り
。

　
　

�　

奥
州
に
或
る
尼
公
、
訴
訟
せ
る
事
有
り
て
、
悦
び
の
よ
し
に
杉
箱
の
を
か
し
げ
な
る
が
、
い
と
目
も
堪
へ
ぬ
を
、
一
つ
進
め
た
り

け
る
。
な
に
物
ぞ
と
開
き
見
る
に
、
金
を
千
両
入
れ
た
り
け
れ
ば
、
こ
は
い
か
に
と
て
、

　
　
　
　

い
に
し
へ
の
浦
島
が
こ
の
箱
か
と
て
あ
け
ず
は
い
か
に
く
や
し
か
ら
ま
し

　
　
　

本
歌
の
取
り
様
優
な
る
を
ば
、
彼
は
、
明
け
て
く
や
し
か
り
し
を
、
開
け
ず
は
と
云
へ
る
、
め
だ
た
し
。（
後
略
）。

　

こ
こ
に
言
う
「
本
歌
」
は
、「
夏
の
夜
は
浦
島
の
子
が
箱
な
れ
や
は
か
な
く
明
け
て
悔
し
か
る
ら
む
」（
拾
遺
集
・
夏
・
一
二
二
・
中

務
。
新
撰
朗
詠
集
・
夏
・
夏
夜
・
一
四
四
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
浦
島
伝
説
を
言
う
「
浦
島
の
子
が
箱
な
れ
や
」

の
序
か
ら
、「
開
け
て
」
の
掛
詞
で
「
明
け
て
」
を
起
こ
す
。
泰
時
の
歌
と
す
る
一
首
は
、
そ
の
掛
詞
は
捨
て
て
い
る
が
、『
沙
石
集
』
異

本
は
、「
悔
し
か
る
ら
む
（
悔
し
か
り
し
を
）」
を
反
実
仮
想
に
転
じ
た
こ
と
を
評
価
し
て
、
歌
と
し
て
「
優
」
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
の

歌
の
「
本
歌
の
取
り
様
」
を
「
優
」
だ
と
言
い
な
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

下
句
は
、「
た
だ
な
ら
じ
と
ば
か
り
た
た
く
水
鶏
ゆ
ゑ
あ
け
て
は
い
か
に
悔
し
か
ら
ま
し
」（
新
勅
撰
集
・
恋
五
・
一
〇
二
〇
・
紫
式

部
。
紫
式
部
集
・
七
五
）
に
倣
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。



北
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を
読
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「
金
千
両
」
に
執
着
す
る
か
の
よ
う
な
こ
の
歌
は
、
道
理
の
人
泰
時
の
人
物
像
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
感
じ
が
あ
る
。
し
か
し
、「
問
注
」

（
訴
訟
）
を
裁
断
し
て
後
に
感
謝
さ
れ
た
泰
時
が
金
を
受
け
取
る
こ
と
も
（
現
代
の
感
覚
で
は
賄
賂
の
よ
う
に
感
じ
る
が
）、
あ
る
い
は
あ

り
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
根
拠
は
と
も
か
く
と
し
て
、「
和
歌
の
道
ま
た
生
ひ
か
か
り
て
そ
の
骨
を
得
て
」（
和
歌
の
道
も
ま
た

成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
勘
ど
こ
ろ
を
会
得
し
て
。
原
文
「
和
歌
ノ
道
又
生
カ
ゝ
リ
テ
其
骨
ヲ
得
テ
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
歌
に
も
優

れ
て
い
た
と
い
う
評
価
は
、
歌
人
泰
時
の
在
り
よ
う
に
矛
盾
は
し
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
の
歌
が
真
に
泰
時
の
作
で
あ
る
か
は
、
疑

問
に
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

北
条
泰
時
詠
各
集
歌
番
号
（
重
出
状
況
）
一
覧
・
底
本
一
覧

　
　

�

＊
各
集
名
の
算
用
数
字
は
、
入
集
歌
数
。（　

）
内
に
重
出
を
示
す
。
そ
の
集
名
は
、
頭
の
二
～
四
字
程
度
に
略
す
。
各
末
尾
に
底

本
を
記
す
。

新
勅
撰
集
３　

五
六
九
、
一
一
五
二
（
古
今
著
聞
・
七
）、
一
二
六
〇
。
穂
久
邇
文
庫
蔵
定
家
識
語
本
（
影
印
版
に
よ
る
）

続
後
撰
集
３　

一
〇
五
九
（
題
林
・
三
一
七
六
）、
一
〇
七
四
、
一
一
五
〇
（
歌
枕
・
八
三
三
〇
）。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
為
家
自
筆
本

（
影
印
版
に
よ
る
）

続
古
今
集
５　

六
五
二
（
雲
葉
・
八
六
四
、〔
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
百
九
番
判
詞
〕（
以
下
省
略
）、
六
華
・
一
二
六
一
）、
八
六
五

（
雲
葉
・
九
七
二
、
歌
枕
・
四
九
五
三
、
六
華
・
一
五
四
九
）、
一
六
一
二
（
題
林
・
五
二
九
二
）、
一
六
四
五
、
一
八
四
〇
（
明
恵
・

一
二
七
）。
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
伝
二
条
為
氏
筆
）



八
〇

続
拾
遺
集
３　

八
一
、
五
三
九
、
一
一
七
六
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
伝
飛
鳥
井
雅
康
筆
）

新
後
撰
集
１　

一
三
七
〇
。
書
陵
部
蔵
二
十
一
代
集
本
（
五
一
〇
・
一
三
。
兼
右
本
）

玉
葉
集
１　

一
八
九
七
（
万
代
・
二
八
一
）。
同
右
。

続
千
載
集
１　

四
九
〇
（
雲
葉
・
五
六
七
）。
同
右
。

続
後
拾
遺
集
１　

六
八
五
。
同
右
。

新
千
載
集
２　

二
二
七
（
題
林
・
一
九
四
〇
）、
一
八
二
九
。
同
右
。

新
拾
遺
集
１　

一
七
三
八
。
同
右
。

明
恵
上
人
集
１　

一
二
七
（
続
古
今
・
一
八
四
〇
）。
新
編
私
家
集
大
成
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
。

万
代
集
１　

二
八
一
（
玉
葉
・
一
八
九
七
）。
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
本
（
初
撰
本
。
龍
門
文
庫
善
本
叢
刊
影
印
版
に
よ
る
）。

雲
葉
集
３　

五
六
七
（
続
千
載
・
四
九
〇
）、
八
六
四
（
続
古
今
・
六
五
二
、六
華
・
一
二
六
一
）、
九
七
二
（
続
古
今
・
八
六
五
、
歌
枕
・

四
九
五
三
、
六
華
・
一
五
四
九
）。
内
閣
文
庫
本
（
特
九
・
一
一
。
新
編
国
歌
大
観
本
は
巻
一
～
十
は
同
本
を
底
本
に
し
巻
十
五
は
彰

考
館
本
（
已
・
四
）
を
底
本
と
す
る
）。

東
撰
六
帖
４　

三
（
同
抜
粋
本
・
三
）、
一
三
一
、
一
三
九
、
二
四
九
。
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
（
一
二
九
・
一
九
）

同
抜
粋
本
８ 

三
（
東
撰
・
三
）、
七
九
、
一
〇
八
、
一
四
六
、
一
七
八
、
三
七
〇
、
三
八
八
。
四
二
〇
。
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託　

中
川
文

庫
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
デ
ー
タ
に
拠
る
）、
福
田
秀
一
「
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
／
中
川
文
庫
本
「
東
撰
和

歌
六
帖
」（
解
説
と
翻
刻
）」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
二
、
昭
五
一
・
三
）
の
翻
印
参
照
。

拾
遺
風
体
集
１　

三
六
（
夫
木
・
一
一
七
五
、
歌
枕
・
八
六
〇
二
〔
作
者
不
記
、
前
歌
「
俊
頼
」〕）。
島
原
図
書
館
蔵
松
平
文
庫
本

（
一
三
〇
・
七
）



北
条
政
村
の
和
歌
を
読
む

八
一

夫
木
抄
３　

八
六
八
（
歌
枕
・
五
三
五
五
、
六
華
・
五
八
、
六
花
集
注
・
一
七
）、
一
一
七
五
（
拾
遺
風
体
・
三
六
、
歌
枕
・
八
六
〇
二

〔
作
者
不
記
、
前
歌
「
俊
頼
」〕）、
六
六
三
七
。
静
嘉
堂
文
庫
本
。

歌
枕
名
寄
５　

四
九
五
三
（
続
古
今
・
八
六
五
、
雲
葉
・
九
七
二
、
六
華
・
一
五
四
九
）、
五
三
〇
一
、
五
三
五
五
（
夫
木
・
八
六
八
、

六
華
・
五
八
、
六
花
集
注
・
一
七
）、
八
三
三
〇
（
続
後
撰
・
一
一
五
〇
）、
八
六
〇
二
〔
作
者
不
記
、
前
歌
「
俊
頼
」〕（
拾
遺
風
体
・

三
六
、
夫
木
・
一
一
七
五
）。
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
刊
本
を
底
本
と
し
た
新
編
国
歌
大
観
本
。

六
華
集
３　

五
八
（
夫
木
・
八
六
八
、
歌
枕
・
五
三
五
五
、
六
花
集
注
・
一
七
）、
一
二
六
一
（
続
古
今
・
六
五
二
、
雲
葉
・

八
六
四
）、
一
五
四
九
（
続
古
今
・
八
六
五
、
雲
葉
・
九
七
二
、
歌
枕
・
四
九
五
三
）。
島
原
図
書
館
蔵
松
平
文
庫
蔵
本
（
一
三
二
・

八
）。

題
林
愚
抄
３　

一
九
四
〇
（
新
千
載
・
二
二
七
）、
三
一
七
六
（
続
後
撰
・
一
〇
五
九
）、
五
二
九
二
（
続
古
今
・
一
六
一
二
）。
寛
永

十
四
年
（
一
六
三
七
）
刊
本
を
底
本
と
し
た
新
編
国
歌
大
観
本
。

六
花
集
注
１　

一
七
（
夫
木
・
八
六
八
、
歌
枕
・
五
三
五
五
、
六
華
・
五
八
）。
古
典
文
庫
本
。

古
今
著
聞
集
１　

七
（
新
勅
撰
・
一
一
五
二
）。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
。

沙
石
集
集
１
（
異
本
）　

一
二
二
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
。
内
閣
文
庫
本
（
特
一
二
〇
・
八
）
に
よ
る
拾
遺
（
新
編
国
歌
大
観
の
異
本

歌
拾
遺
〔
異
本
歌
〕）。


